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フ
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ン
ブ
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帝
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四
世
紀
中
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け
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と
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論
　
　
　
説

は
じ
め
に

　
「
初
め
に
帝
国
あ
り
き
。」
ハ
イ
ン
リ
ヒ
＝
ア
ウ
グ
ス
ト
・
ヴ
ィ
ン
ク
ラ
ー
は
、ド
イ
ツ
近
現
代
史
を
叙
述
し
た
大
著
『
西
方
へ
の
長
い
道
』
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の
第
一
章
を
、
こ
の
一
文
か
ら
書
き
起
こ
し
て
い（

１
）る

。
ヴ
ィ
ン
ク
ラ
ー
の
言
う
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
国
民
国
家
や
民
主
政
の
発
達
が

フ
ラ
ン
ス
や
イ
ギ
リ
ス
に
比
べ
て
遅
れ
た
こ
と
を
、
帝
国
の
影
響
に
よ
っ
て
説
明
で
き
る
か
ど
う
か
は
お
く
と
し
て
も
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る

国
家
形
成
が
帝
国
と
の
関
係
を
不
可
避
的
に
伴
い
つ
つ
進
ん
で
い
っ
た
こ
と
が
、
ド
イ
ツ
の
国
制
を
よ
り
複
雑
な
も
の
に
し
た
こ
と
は
、
否

定
で
き
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

ド
イ
ツ
の
国
家
発
展
に
と
っ
て
帝
国
が
有
し
た
意
義
を
考
え
る
場
合
、
帝
国
に
関
す
る
理
論
的
考
察
を
丁
寧
に
読
み
解
く
こ
と
は
、
帝
国

レ
ベ
ル
で
の
権
力
装
置
の
発
達
が
中
世
後
期
以
後
む
し
ろ
停
滞
し
た
よ
う
に
見
え
る
だ
け
に
、
重
要
な
作
業
と
な
ろ
う
。
筆
者
は
、
先
に
、

教
会
法
学
者
ペ
ー
タ
ー
・
フ
ォ
ン
・
ア
ン
ド
ラ
ウ
が
一
五
世
紀
中
頃
に
著
し
た
帝
国
国
制
に
関
す
る
論
考
を
分
析
し
た（

２
）が

、
本
稿
で
は
、
そ

れ
に
約
一
世
紀
先
行
す
る
、
ル
ー
ポ
ル
ト
・
フ
ォ
ン
・
ベ
ー
ベ
ン
ブ
ル
クLupold von Bebenburg

の
理
論
的
著
作
を
検
討
し
、
一
四
世

紀
中
葉
に
お
け
る
帝
国
観
の
一
例
を
示
し
た
い
。

　

ル
ー
ポ
ル
ト
の
著
作
に
関
し
て
は
、
近
代
的
な
テ
ク
ス
ト
刊
行
事
業
と
関
連
し
つ
つ
、
研
究
が
す
す
め
ら
れ
て
き（

３
）た

。
ヘ
ル
マ
ン
・
マ
イ

ヤ
ー
は
、
写
本
伝
承
と
著
作
内
容
を
概
観
し
つ
つ
、
全
体
と
し
て
は
、
ド
イ
ツ
の
国
王
選
挙
と
ド
イ
ツ
王
権
の
独
立
性
を
擁
護
し
た
理
論
家

と
し
て
ル
ー
ポ
ル
ト
を
評
価
し
、
ド
イ
ツ
愛
国
者
と
し
て
の
ル
ー
ポ
ル
ト
と
い
う
像
を
打
ち
出
し（

４
）た

。
エ
ド
ム
ン
ト
・
シ
ュ
テ
ン
ゲ
ル
は
、

こ
の
解
釈
を
引
き
継
ぎ
つ
つ
、
ル
ー
ポ
ル
ト
が
著
作
を
捧
げ
た
ト
リ
ー
ア
大
司
教
バ
ル
ド
ゥ
イ
ン
の
政
治
的
立
場
と
ル
ー
ポ
ル
ト
の
理
論
を

重
ね
合
わ
せ（

５
）た

。
ル
ー
ポ
ル
ト
は
、
ト
リ
ー
ア
大
司
教
バ
ル
ド
ゥ
イ
ン
、
お
よ
び
彼
が
主
導
し
た
と
さ
れ
る
レ
ン
ス
の
選
挙
侯
法
判
告
と
政

治
的
立
場
を
同
じ
く
し
た
も
の
と
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
位
置
づ
け
に
よ
っ
て
シ
ュ
テ
ン
ゲ
ル
は
、
ル
ー
ポ
ル
ト
と
、
皇
帝
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ

四
世
お
よ
び
彼
の
周
囲
の
学
者
た
ち
（
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
会
士
な
ど
）
の
世
界
皇
帝
権
的
立
場
と
の
相
違
を
強
調
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
位
置
づ
け
は
、
そ
の
後
の
研
究
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
日
本
で
は
、
池
谷
文
夫
氏
の
研
究
が
ほ
ぼ
こ
の
立
場
を
と
っ

て
お（

６
）り

、
ま
た
最
近
の
ユ
ル
ゲ
ン
・
ミ
ー
ト
ケ
ら
の
見
解
も
、
基
本
的
に
こ
の
線
を
引
き
継
い
で
い
る
。
ミ
ー
ト
ケ
は
ル
ー
ポ
ル
ト
の
理
論
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を
、
ド
イ
ツ
で
選
挙
さ
れ
た
君
主
に
他
の
国
の
国
王
と
同
じ
地
位
を
保
証
す
る
議
論
で
あ
る
と
見
な
し
て
い（

７
）る

。
た
だ
し
彼
は
、
バ
ル
ド
ゥ

イ
ン
＝
ル
ー
ポ
ル
ト
陣
営
と
皇
帝
陣
営
の
対
立
を
余
り
強
く
は
見
ず
、
双
方
の
間
に
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
も
あ
わ
せ
て
指
摘
し
て
い
る
。

　

さ
て
、
こ
う
し
た
従
来
か
ら
の
研
究
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ル
ー
ポ
ル
ト
の
著
作
に
つ
い
て
は
、
長
く
近
代
的
な
批
判
的
刊
本
が
存
在

し
な
か
っ
た
。
研
究
に
は
、
近
世
の
古
い
印
刷
本
が
用
い
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
近
年
、M

onum
enta Germ

aniae 

H
istorica

の
一
冊
と
し
て
、
ル
ー
ポ
ル
ト
の
著
作
三
作
品
を
収
め
た
批
判
的
刊
本
が
刊
行
さ
れ（

８
）た

。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
今
日
の
水
準
を
満

た
す
テ
ク
ス
ト
に
も
と
づ
い
た
研
究
が
可
能
と
な
っ
た
が
、と
り
わ
け
、先
行
す
る
歴
史
叙
述
か
ら
ル
ー
ポ
ル
ト
が
行
っ
た
引
用
の
部
分
や
、

彼
が
根
拠
と
し
て
あ
げ
た
法
源
が
明
示
さ
れ
て
、
ル
ー
ポ
ル
ト
の
思
考
作
業
を
よ
り
容
易
に
た
ど
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
本
稿

は
、
こ
の
新
し
い
刊
本
を
用
い
て
、
ル
ー
ポ
ル
ト
の
帝
国
論
の
分
析
を
行
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
な
分
析
に
入
る
前
に
、
ま
ず

ル
ー
ポ
ル
ト
の
経
歴
と
彼
の
著
作
に
つ
い
て
、
見
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。

一
．
ル
ー
ポ
ル
ト
・
フ
ォ
ン
・
ベ
ー
ベ
ン
ブ
ル
ク
と
そ
の
著
作

　

ル
ー
ポ
ル
ト
の
経
歴
と
著
作
に
つ
い
て
は
、
池
谷
文
夫
氏
の
研
究
に
よ
っ
て
既
に
我
が
国
で
も
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
も
あ
り
、
こ
こ
で

は
簡
単
な
概
観
に
と
ど
め
た（

９
）い

。

　

お
そ
ら
く
一
三
〇
〇
年
ご
ろ
に
、
ド
イ
ツ
中
南
部
フ
ラ
ン
ケ
ン
地
方
で
、
シ
ュ
タ
ウ
フ
ェ
ン
王
家
の
家
人
家
系
に
さ
か
の
ぼ
る
と
思
わ
れ

る
下
級
貴
族
家
門
に
生
ま
れ
た
ル
ー
ポ
ル
ト
は
、
早
く
か
ら
聖
職
者
の
道
に
進
み
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
大
学
で
法
学
を
学
ん
で
、
高
名
な
教
会
法

学
者
ヨ
ハ
ネ
ス
・
ア
ン
ド
レ
ア
エJohannes A

ndreae

の
も
と
で
教
会
法
博
士
の
学
位
を
得
た
。
ド
イ
ツ
に
戻
っ
た
後
は
、
ヴ
ュ
ル
ツ
ブ

ル
ク
の
司
教
代
理
裁
判
官offi

cialis

と
し
て
長
年
活
動
し
た
他
、
ヴ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
ク
、
マ
イ
ン
ツ
、
バ
ン
ベ
ル
ク
の
（
大
）
司
教
座
聖
堂
参
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事
会
会
員
職
を
は
じ
め
と
し
て
い
く
つ
も
の
教
会
ポ
ス
ト
と
聖
職
禄
を
獲
得
し
、
こ
の
時
期
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
等
で
法
学
を
学
ん
だ
ド
イ
ツ
出
身

者
と
し
て
は
典
型
的
な
キ
ャ
リ
ア
を
歩
ん
だ
。
一
三
二
〇
年
代
か
ら
一
三
四
七
年
ま
で
、
ド
イ
ツ
は
皇
帝
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
四
世
と
教
皇
庁
と

の
対
立
に
揺
れ
る
が
、
ル
ー
ポ
ル
ト
も
こ
れ
に
巻
き
込
ま
れ
、
ヴ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
ク
の
司
教
位
争
い
で
反
教
皇
派
候
補
を
支
援
し
た
こ
と
な
ど

も
あ
っ
て
、
教
皇
庁
か
ら
破
門
さ
れ
た
。
一
三
三
八
年
ご
ろ
の
、
皇
帝
お
よ
び
ド
イ
ツ
諸
勢
力
と
教
皇
庁
と
の
対
立
の
先
鋭
化
を
、
ル
ー
ポ

ル
ト
自
身
身
近
に
体
験
し
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
が
、
彼
が
個
々
の
局
面
や
事
件
に
際
し
て
ど
の
よ
う
に
行
動
し
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た

し
た
の
か
は
、
不
明
で
あ
る
。
一
三
四
七
年
に
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
四
世
が
急
死
し
た
後
、
ル
ー
ポ
ル
ト
は
比
較
的
す
み
や
か
に
、
教
皇
庁
の

支
援
の
も
と
で
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
に
対
抗
し
て
い
た
カ
ー
ル
四
世
の
陣
営
に
付
き
、
一
三
五
一
年
に
は
教
皇
庁
か
ら
破
門
を
解
か
れ
、
続
い
て

一
三
五
三
年
に
は
バ
ン
ベ
ル
ク
司
教
と
な
り
、
以
後
一
三
六
三
年
に
死
去
す
る
ま
で
そ
の
職
に
あ
っ
て
領
邦
支
配
の
充
実
に
つ
と
め
た
。

一
三
五
六
年
一
月
と
一
二
月
の
カ
ー
ル
四
世
に
よ
る
金
印
勅
書
発
布
の
際
に
は
、
ル
ー
ポ
ル
ト
は
そ
れ
ぞ
れ
発
布
地
で
あ
る
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル

ク
と
メ
ッ
ツ
に
滞
在
し
て
い
た
が
、
し
か
し
そ
れ
以
上
に
金
印
勅
書
成
立
に
実
質
的
に
関
与
し
た
か
ど
う
か
は
、
や
は
り
不
明
で
あ
る
。

　

次
に
ル
ー
ポ
ル
ト
の
著
作
で
あ
る
が
、
主
著
と
さ
れ
る
の
は
、『
王
国
と
ロ
ー
マ
人
た
ち
の
帝
国
の
諸
権
利
に
関
す
る
論
考T

ractatus 

de iuribus regni et im
perii Rom

anorum

』（
以
下
で
は
、T

ractatus 

と
略
す
）
で
あ

（
（1
（

る
。
こ
の
作
品
は
一
三
三
九
年
末
ま
で
に
は
第

一
版
が
完
成
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
前
述
の
よ
う
に
、
当
時
ド
イ
ツ
で
最
も
有
力
な
諸
侯
の
一
人
で
あ
っ
た
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
家

の
ト
リ
ー
ア
大
司
教
バ
ル
ド
ゥ
イ

（
（1
（

ン
に
献
呈
さ
れ
た
が
、そ
の
後
更
に
補
足
が
な
さ
れ
た
。
こ
の
作
品
に
つ
い
て
は
、一
四
、一
五
世
紀
か
ら
、

作
品
の
全
体
を
収
め
た
二
〇
の
写
本
が
知
ら
れ
て
お
り
、
加
え
て
ご
く
一
部
の
み
を
含
む
一
写
本
が
伝
わ
る
。
こ
れ
ら
の
写
本
は
す
べ
て
い

わ
ゆ
る
集
合
写
本
で
、こ
の
作
品
以
外
の
内
容
を
含
ん
で
い
る
。
四
つ
の
写
本
で
は
、次
に
紹
介
す
るLibellus

と
と
も
に
伝
わ
っ
て
い
る
。

ま
た
後
述
す
る
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
フ
ォ
ン
・
ロ
ー
スA

lexander von Roes
のM

em
oriale

や
、
金
印
勅
書
を
と
も
に
含
む
写
本
も
あ

る
。
写
本
の
数
か
ら
す
る
と
、
中
世
後
期
の
理
論
的
著
作
と
し
て
は
、
比
較
的
知
ら
れ
た
作
品
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ

（
（1
（

る
。
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そ
の
他
、
ル
ー
ポ
ル
ト
の
著
作
と
し
て
は
、
上
記T

ractatus

の
所
論
を
世
俗
貴
族
向
け
に
よ
り
平
易
に
説
い
た
『
ド
イ
ツ
の
古
の
君

主
た
ち
の
キ
リ
ス
ト
教
的
熱
情
に
つ
い
て
の
小
論Libellus de zelo Christiane religionis veterum

 principum
 Germ

anorum

』

（
一
三
四
二
年
完
成
）
と
、
高
貴
な
女
性
へ
と
擬
人
化
さ
れ
た
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
が
ド
イ
ツ
の
貴
族
た
ち
の
不
誠
実
を
嘆
く
と
い
う
韻
文

作
品
『
王
国
と
ロ
ー
マ
帝
国
の
近
時
の
推
移
と
衰
退
に
つ
い
て
の
悲
嘆
詩Ritm

aticum
 querulosum

 et lam
entosum

 dictam
en de 

m
odernis cursibus et defectibus regni ac im

perii Rom
ani

』（
一
三
四
一
年
よ
り
前
に
成
立
）
が
あ
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
作
品

全
体
を
含
む
中
世
後
期
の
一
一
写
本
と
断
片
を
含
む
二
写
本
が
知
ら
れ
て
い
る
。
後
者
は
た
だ
一
つ
の
写
本
で
伝
存
す
る
に
す
ぎ
な
い
が
、

二
種
類
の
中
世
ド
イ
ツ
語
訳
が
あ

（
（1
（

る
。

　

本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
う
ち
、
前
述
の
よ
う
に
ル
ー
ポ
ル
ト
の
主
著
で
あ
り
、
彼
の
帝
国
論
が
詳
細
に
展
開
さ
れ
て
い
る
、T

ractatus

を
検
討
の
対
象
と
す
る
。

　

個
々
の
論
点
に
入
る
前
に
、ま
ずT

ractatus
全
体
の
構
成
を
概
観
し
て
お
こ
う
。T

ractatus

で
は
最
初
に
、フ
ラ
ン
ク
人
の
歴
史
、カ
ー

ル
大
帝
へ
の
帝
権
移
転
、
そ
の
後
の
王
国
分
割
と
変
遷
と
い
う
、
帝
国
の
歴
史
が
た
ど
ら
れ
る
（
一－

四
章
）。
次
に
、
帝
国
の
法
に
関
す
る

五
つ
の
分
節
命
題articulus

が
論
拠
と
と
も
に
提
示
さ
れ
る
（
五－

九
章
）。
す
な
わ
ち
、①
選
挙
侯
に
よ
っ
て
一
致
し
て
選
ば
れ
た
者
は
、

そ
れ
だ
け
で
国
王
の
称
号
を
用
い
、
イ
タ
リ
ア
そ
の
他
帝
国
の
諸
地
域
に
お
い
て
帝
国
の
所
領
と
権
利
を
管
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
②
選

挙
侯
の
多
数
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
者
も
、
同
様
の
権
限
を
持
つ
、
③
ロ
ー
マ
王
は
選
挙
後
に
、
イ
タ
リ
ア
そ
の
他
帝
国
の
諸
地
域
に
お
い
て

皇
帝
と
同
様
の
権
限
を
持
つ
、
④
選
挙
侯
に
よ
っ
て
選
挙
さ
れ
た
者
は
、
教
皇
に
よ
る
任
命
や
認
可
を
受
け
ま
た
求
め
る
必
要
が
な
い
、
⑤

ロ
ー
マ
王
が
教
皇
に
対
し
て
す
る
宣
誓
は
封
臣
宣
誓
で
な
く
、
教
皇
と
教
会
を
保
護
す
る
約
束
に
す
ぎ
な
い
、
の
五
つ
で
あ
る
。
そ
の
後
、

そ
れ
ら
に
対
す
る
反
論
が
あ
げ
ら
れ
た
う
え
で
、
そ
の
反
論
が
更
に
論
駁
さ
れ
る
（
一
〇－

一
三
章
）。
続
い
て
、
更
に
い
く
つ
か
の
論
点
が

論
じ
ら
れ
た
（
一
四－

一
八
章
）
後
、
最
後
に
エ
ピ
ロ
ー
グ
が
置
か
れ
る
（
一
九
章
）。
こ
う
し
た
、
命
題
提
示
、
命
題
へ
の
異
論
、
異
論
に
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対
す
る
論
駁
、
と
い
う
形
式
は
、
中
世
大
学
で
行
わ
れ
た
質
疑
論quaestio

の
形
式
に
沿
っ
て
お

（
（1
（

り
、T

ractatus

は
大
学
の
学
者
の
世
界

で
通
用
す
る
よ
う
に
書
か
れ
た
作
品
で
あ
っ
た
。

　

T
ractatus

に
関
し
て
は
、
ま
た
、
前
述
のM

GH

の
新
し
い
刊
本
に
よ
っ
て
、
い
っ
た
ん
作
品
が
完
成
し
た
後
に
ル
ー
ポ
ル
ト
が
行
っ

た
補
足
の
部
分
が
、他
の
本
文
か
ら
は
っ
き
り
区
別
さ
れ
た
。
こ
の
点
も
、従
来
の
テ
ク
ス
ト
と
比
べ
て
、新
刊
本
の
大
き
な
長
所
で
あ
る
。

編
者
の
ミ
ー
ト
ケ
ら
は
、後
補
を
四
段
階
に
分
け
て
い

（
（1
（

る
。第
一
段
階
は
一
三
四
一
年
八
月
二
二
日
以
前
、第
二
段
階
は
一
三
四
一
年
末（
ミ
ー

ト
ケ
ら
は
こ
れ
を「
オ
ッ
カ
ム
後
補
」と
呼
ぶ
）、第
三
段
階
は
一
部
一
三
四
一
年
末
、大
半
は
一
三
四
二
年（
ミ
ー
ト
ケ
ら
は
こ
れ
を「Libellus

後
補
」
と
呼
ぶ
）、
第
四
段
階
は
一
三
四
二
／
四
三
年
か
ら
一
三
四
五
年
ご
ろ
ま
で
、
に
付
加
さ
れ
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

　

T
ractatus

の
行
論
中
に
は
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
で
法
学
を
学
ん
だ
と
い
う
ル
ー
ポ
ル
ト
の
経
歴
を
反
映
し
て
、
グ
ラ
テ
ィ
ア
ヌ
ス
教
令
集

D
ecretum

 Gratiani

、
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
九
世
教
皇
令
集
（
い
わ
ゆ
るLiber Extra

）、
な
ど
の
教
会
法
源
、
学
説
集D

igesta

や
勅
法
集

Codex

な
ど
の
ロ
ー
マ
法
源
、
そ
れ
ら
に
対
す
る
学
者
た
ち
の
注
釈
な
ど
が
、
頻
繁
に
論
拠
と
し
て
指
示
さ
れ
て
い

（
（1
（

る
。
後
で
具
体
的
に

述
べ
る
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
点
で
は
、
ル
ー
ポ
ル
ト
のT

ractatus

は
、
帝
国
国
制
の
法
学
的
把
握
の
試
み
と
し
て
の
性
格
を
示
す
。
そ

の
一
方
で
、
ル
ー
ポ
ル
ト
はT
ractatus

を
著
す
に
あ
た
っ
て
、
中
世
の
い
く
つ
か
の
歴
史
叙
述
を
も
、
盛
ん
に
利
用
し
て
い
る
。
こ
の
点

は
、
帝
国
が
す
ぐ
れ
て
歴
史
的
に
説
明
さ
れ
う
る
存
在
で
あ
っ
た
と
い
う
面
を
示
す
も
の
で
あ
る
。T

ractatus

全
体
を
通
じ
て
ル
ー
ポ
ル

ト
が
多
く
依
拠
し
引
用
し
て
い
る
歴
史
叙
述
と
し
て
は
、
以
下
の
三
作
品
が
あ
る
。
①
フ
ル
ト
ル
フ
＝
エ
ッ
ケ
ハ
ル
トFrutolf-Ekkehard

の
年
代

（
（1
（

記
。
バ
ン
ベ
ル
ク
の
ミ
ッ
ヒ
ェ
ル
ス
ベ
ル
クM

ichelsberg
修
道
院
の
修
道
士
フ
ル
ト
ル
フFrutolf

に
よ
っ
て
天
地
創
造
か
ら

一
〇
九
九
年
ま
で
の
事
績
が
書
か
れ
た
世
界
年
代
記
で
、
そ
れ
を
更
に
エ
ッ
ケ
ハ
ル
ト
・
フ
ォ
ン
・
ア
ウ
ラEkkehard von A

ula

が
増

補
・
継
続
し
た
。
い
く
つ
か
の
版
で
最
終
的
に
は
一
一
二
五
年
ま
で
の
事
績
が
記
さ
れ
た
。
こ
れ
自
体
カ
ロ
リ
ン
グ
期
な
ど
の
よ
り
古
い

年
代
記
を
引
用
し
て
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
世
界
年
代
記
は
、
以
後
の
多
く
の
歴
史
叙
述
で
利
用
さ
れ
た
が
、
ル
ー
ポ
ル
ト
の
ケ
ー
ス
も
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そ
の
一
例
で
あ
る
。
②
ア
ナ
リ
ス
タ
・
サ
ク
ソA

nnalista Sax

（
（1
（o

。
一
二
世
紀
半
ば
に
成
立
し
た
ザ
ク
セ
ン
の
歴
史
叙
述
で
、
七
四
一
年
か

ら
一
一
三
九
年
ま
で
の
事
績
を
記
す
。
著
者
は
修
道
院
長
ア
ル
ノ
ル
ト
・
フ
ォ
ン
・
ベ
ル
ゲ
＝
ニ
ー
ン
ブ
ル
クA

rnold von Berge und 

N
ienburg

と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
内
容
豊
富
な
年
代
記
で
あ
る
が
、し
か
し
写
本
は
現
在
パ
リ
に
伝
存
す
る
一
点
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
、

ま
さ
に
こ
の
写
本
が
か
つ
て
ヴ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
ク
に
あ
り
、
お
そ
ら
く
ル
ー
ポ
ル
ト
が
参
照
し
た
も
の
ら
し

（
（1
（

い
。
③
ゴ
ッ
ト
フ
リ
ー
ト
・
フ
ォ

ン
・
ヴ
ィ
テ
ル
ボGottfried von V

iterbo

の
パ
ン
テ
オ
ンPantheo

（
（2
（n

。
こ
れ
は
一
一
八
七－

九
〇
年
の
い
く
つ
か
の
版
で
伝
わ
る
。
天

地
創
造
か
ら
ハ
イ
ン
リ
ヒ
六
世
ま
で
の
世
界
年
代
記
で
あ
る
。
こ
れ
も
後
の
歴
史
叙
述
に
よ
っ
て
広
く
利
用
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
。
ル
ー
ポ

ル
ト
は
、
そ
の
他
、
マ
ル
テ
ィ
ン
・
フ
ォ
ン
・
ト
ロ
ッ
パ
ウM

artin von T
roppau

の
皇
帝
教
皇
年
代
記
や
ヴ
ァ
ン
サ
ン
・
ド
・
ボ
ー
ヴ
ェ
ー

V
incent de Beauvais

の
歴
史
の
鏡Speculum
 historiale

な
ど
も
利
用
し
て
い
る
。

　

さ
て
、
以
下
で
は
、
ル
ー
ポ
ル
ト
がT

ractatus

で
展
開
し
た
帝
国
に
関
す
る
立
論
を
、
い
く
つ
か
の
点
に
分
け
て
見
て
い
く
こ
と
に
し

よ
う
。

二
．
皇
帝
の
「
国
王
化
」
と
選
挙
侯
に
よ
る
選
挙

　

ル
ー
ポ
ル
ト
の
帝
国
論
は
、
ド
イ
ツ
で
選
挙
さ
れ
た
支
配
者
を
フ
ラ
ン
ス
な
ど
他
の
王
国
の
国
王
並
み
に
扱
っ
て
他
の
国
王
と
同
様
の
支

配
権
行
使
を
認
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
皇
帝
を
い
わ
ば
「
国
王
化
」
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
が
ル
ー
ポ
ル
ト
の

重
要
な
関
心
事
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
既
に
従
来
の
研
究
に
よ
っ
て
た
び
た
び
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
と
り
わ
け
最
近
ユ
ル
ゲ
ン
・

ミ
ー
ト
ケ
に
よ
っ
て
強
調
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
の

（
（2
（

で
、
最
初
に
簡
単
に
触
れ
て
お
く
に
と
ど
め
た
い
。

　

そ
の
背
景
に
あ
っ
た
の
は
、
教
皇
権
に
よ
る
ド
イ
ツ
王
位
と
国
王
支
配
へ
の
介
入
で
あ

（
（2
（

る
。
一
二
〇
二
年
、
教
皇
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
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三
世
は
、一
一
九
八
年
の
二
重
選
挙
か
ら
続
く
王
位
争
い
に
介
入
し
た
が
、そ
の
際
に
根
拠
と
な
っ
た
の
は
、教
皇
に
よ
る
皇
帝
戴
冠
で
あ
っ

た
。
そ
こ
か
ら
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
三
世
は
、
皇
帝
と
な
る
べ
き
国
王
の
人
物
の
適
格
性
に
関
す
る
教
皇
の
審
査
権exam

inatio

を
引

き
出
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
論
理
か
ら
更
に
進
ん
で
、
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
三
世
以
後
に
は
、
教
皇
の
確
認
権confirm

atio

な
い
し

認
可
権approbatio

の
主
張
が
発
展
し
て
い
く
。
教
皇
ボ
ニ
フ
ァ
テ
ィ
ウ
ス
八
世
の
も
と
で
、
ド
イ
ツ
で
国
王
に
選
出
さ
れ
た
人
物
に
つ

い
て
、
選
挙
後
は
ま
ず
「
ド
イ
ツ
王rex A

lam
anniae

」
な
い
し
「
ロ
ー
マ
王
被
選
出
者in regem

 Rom
anorum

 electus

」
と
呼
び
、

認
可
後
に
は
じ
め
て「
ロ
ー
マ
王rex Rom

anorum

」と
し
、皇
帝
戴
冠
後
に「
ロ
ー
マ
皇
帝im

perator Rom
anorum

」と
呼
ぶ
と
い
う
、

教
皇
側
に
よ
る
称
号
の
使
い
分
け
が
確
立
す
る
。
そ
し
て
教
皇
に
よ
る
認
可
が
な
け
れ
ば
、
ド
イ
ツ
で
選
挙
さ
れ
た
支
配
者
は
、
ド
イ
ツ
で

も
イ
タ
リ
ア
で
も
ブ
ル
グ
ン
ト
で
も
、統
治
を
行
う
権
限
が
な
い
、と
さ
れ
た
。
認
可
が
な
さ
れ
る
ま
で
は
帝
国
は
空
位
の
ま
ま
で
あ
っ
て
、

空
位
期
間
中
は
教
皇
が
統
治
を
代
行
す
る
。
教
皇
ヨ
ハ
ネ
ス
二
二
世
も
、
一
三
一
四
年
に
国
王
に
選
挙
さ
れ
た
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
四
世
に
対
し

て
、
同
様
の
主
張
を
展
開
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

ル
ー
ポ
ル
ト
は
、こ
の
教
皇
に
よ
る
認
可
権
要
求
か
ら
ド
イ
ツ
の
支
配
者
を
免
れ
さ
せ
よ
う
と
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、彼
の
五
つ
の
命
題
、

特
に
第
四
、
第
五
命
題
は
こ
の
ね
ら
い
の
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
意
図
に
沿
っ
た
ル
ー
ポ
ル
ト
の
主
張
を
拾
い
上
げ
れ
ば
、
例
え
ば
、

ド
イ
ツGerm

ania

は
、
フ
ラ
ン
ク
分
割
後
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
と
同
様
、
一
個
の
独
自
の
王
国regnum

 per se

と
な
っ
た
と
さ
れ

（
（2
（

る
。
ほ

と
ん
ど
す
べ
て
の
西
方
の
国
王
た
ち
と
同
様
、（
ド
イ
ツ
で
国
王
に
選
ば
れ
た
）
ロ
ー
マ
王
も
、
世
俗
事
項
に
つ
い
て
は
そ
の
上
位
者
を
持

た
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
教
皇
の
任
命
や
承
認
を
受
け
る
必
要
も
な

（
（2
（

い
。
ロ
ー
マ
王
が
教
皇
に
対
し
て
す
る
宣
誓
は
封
臣
宣
誓
で
な
く
、
教
皇

と
教
会
を
保
護
す
る
約
束
に
す
ぎ
な
い
、
と
い
う
第
五
命
題
に
関
連
し
て
も
、
キ
リ
ス
ト
教
世
界
の
国
王
た
ち
が
今
日
で
は
大
部
分
皇
帝
や

そ
の
他
の
上
位
者
を
認
め
て
お
ら
ず
、
そ
の
王
国
内
で
行
使
し
て
い
る
支
配
権m

erum
 et m

ixtum
 im

perium

と
そ
の
他
の
レ
ガ
リ
ア

を
教
皇
か
ら
レ
ー
ン
と
し
て
受
領
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
し
て
、
こ
の
点
ロ
ー
マ
王
も
同
様
で
あ
る
と
論
じ

（
（2
（

る
。
こ
の
よ
う
に
、
ル
ー
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ポ
ル
ト
は
、
西
方
世
界
の
国
王
た
ち
の
自
立
的
地
位
と
支
配
権
を
認
め
、
そ
れ
を
ド
イ
ツ
で
国
王
に
選
ば
れ
た
者
に
つ
い
て
も
、
同
様
に
適

用
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
皇
帝
戴
冠
を
行
う
教
皇
に
は
皇
帝
と
な
る
は
ず
の
人
物
の
適
格
性
を
審
査
す
る
権
限
が
あ
る
、
と
い
う
前
述
の
教
皇
側
の
主

張
に
対
し
て
は
、
ど
の
よ
う
な
反
駁
が
な
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
ル
ー
ポ
ル
ト
は
、
ま
ず
聖
職
者
の
審
査
と
国
王
に
選
ば
れ
た
人
物
の
審
査

と
を
区
別
す
る
。
そ
の
う
え
で
、
後
者
に
つ
い
て
は
、
彼
が
罪
を
犯
し
て
ま
だ
贖
罪
を
し
て
い
な
い
の
か
ど
う
か
を
審
査
し
、
彼
が
罪
に
対

す
る
贖
罪
を
拒
む
な
ら
、
教
皇
は
戴
冠
と
塗
油
を
拒
否
し
う
る
、
と
す
る
。
ま
た
少
数
派
に
よ
る
選
出
の
場
合
や
、
異
端
、
異
教
徒
、
ユ
ダ

ヤ
人
が
選
出
さ
れ
た
場
合
な
ど
も
、
教
皇
は
そ
の
者
を
拒
絶
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
さ
れ

（
（2
（

る
。
こ
の
よ
う
な
形
で
ル
ー
ポ
ル
ト
は
、
教

皇
に
よ
る
審
査
自
体
は
認
め
つ
つ
も
、
そ
の
範
囲
を
限
定
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

　

教
皇
側
か
ら
は
、か
つ
て
の
フ
ラ
ン
ク
王
国
の
地
域
に
お
い
て
は
、教
皇
に
よ
る
認
可
を
得
る
必
要
が
あ
る
、な
ぜ
な
ら
、か
つ
て
教
皇
は
、

メ
ロ
ヴ
ィ
ン
グ
家
最
後
の
王
ヒ
ル
デ
リ
ッ
ヒ
を
廃
位
し
、
ピ
ピ
ン
を
即
位
さ
せ
、
フ
ラ
ン
ク
人
た
ち
を
ヒ
ル
デ
リ
ッ
ヒ
へ
の
忠
誠
か
ら
解
放

し
た
か
ら
、
と
い
う
主
張
が
あ
り
う
る
。
ル
ー
ポ
ル
ト
は
こ
れ
を
自
身
の
第
四
命
題
に
対
す
る
あ
り
う
る
異
論
と
し
て
あ
げ
る
。
こ
れ
に
対

し
て
も
、
ル
ー
ポ
ル
ト
は
、
当
時
教
皇
が
行
っ
た
の
は
、
廃
位
や
新
国
王
の
任
命
で
は
な
く
、
事
態
の
確
認
に
す
ぎ
な
い
、
と
応
答
す

（
（2
（

る
。

ゆ
え
に
、
教
皇
と
ロ
ー
マ
教
会
は
、
か
つ
て
の
フ
ラ
ン
ク
王
国
の
地
域
で
も
、
他
の
王
国
に
お
け
る
よ
り
も
大
き
な
権
限
を
持
つ
わ
け
で
は

な
（
（2
（

い
、
と
さ
れ
る
。

　

さ
て
、こ
の
よ
う
に
し
て
教
皇
権
の
介
入
を
退
け
る
た
め
の
議
論
が
展
開
さ
れ
る
中
で
、帝
国
国
制
の
法
学
的
把
握
が
進
ん
で
い
く
点
は
、

彼
の
帝
国
論
に
お
い
て
重
要
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
選
挙
を
行
う
選
挙
侯
の
位
置
づ
け
に
そ
れ
が
あ
ら
わ
れ
る
。

　

ル
ー
ポ
ル
ト
は
、
彼
の
帝
国
論
に
お
い
て
、
選
挙
侯
に
よ
る
国
王
選
出
に
本
質
的
な
意
味
を
認
め
る
。
し
か
も
、
彼
ら
選
挙
侯
は
個
別
に

選
挙
権
を
行
使
す
る
の
で
な
く
、
選
挙
侯
団
を
な
し
て
団
体
と
し
て
選
挙
権
を
行
使
す
る
も
の
と
さ
れ

（
（2
（

る
。
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選
挙
侯
に
よ
る
国
王
選
挙
は
、
オ
ッ
ト
ー
三
世
時
に
さ
か
の
ぼ
る
と
さ
れ

（
（3
（

る
。
こ
こ
で
は
ル
ー
ポ
ル
ト
は
マ
ル
テ
ィ
ン
・
フ
ォ
ン
・
ト
ロ
ッ

パ
ウ
の
年
代
記
な
ど
に
依
り
つ
つ
、
当
時
流
布
し
て
い
た
選
挙
侯
伝
説
を
採
用
す

（
（3
（

る
。
そ
れ
以
前
の
、
例
え
ば
、
ハ
イ
ン
リ
ヒ
一
世
の
選
出

は
、
選
挙
侯
の
み
に
よ
る
も
の
で
な
く
、
フ
ラ
ン
ク
、
ア
ラ
マ
ン
、
バ
イ
エ
ル
ン
、
ザ
ク
セ
ン
の
全
諸
侯
と
貴
族
た
ち
に
よ
る
も
の
と
さ
れ

る
（
（3
（

が
、
そ
の
際
、
彼
ら
は
ド
イ
ツ
の
全
人
民
を
代
表
し
て
行
動
し
た
も
の
と
さ
れ
、
こ
の
よ
う
に
人
民
が
国
王
を
選
出
す
る
の
は
万
民
法
に

か
な
っ
た
行
為
で
あ

（
（3
（

る
。
同
様
に
、
選
挙
侯
は
、
国
王
選
挙
に
お
い
て
、
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
、
そ
の
他regnum

 et im
perium

の
す
べ

て
の
諸
侯
と
人
民
を
代
表
す
る
も
の
と
さ
れ

（
（3
（

る
。
選
挙
侯
は
現
実
に
は
す
べ
て
ド
イ
ツ
諸
侯
な
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
ル
ー
ポ
ル
ト

の
国
王
選
挙
論
は
、
一
方
で
は
後
述
の
よ
う
なregnum

 et im
perium

と
い
う
皇
帝
の
現
実
支
配
圏
に
お
け
る
ド
イ
ツ
の
中
心
性
を
反
映

す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
他
方
、
そ
う
し
た
ド
イ
ツ
諸
侯
で
あ
る
選
挙
侯
が
ド
イ
ツ
だ
け
で
な
く
イ
タ
リ
ア
そ
の
他
の
全
人
民
を
代
表
し

て
行
為
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
国
王
選
挙
と
い
う
制
度
が
持
つ
、
ド
イ
ツ
を
超
え
る
性
格
を
も
示
す
も
の
と

し
て
、
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

ル
ー
ポ
ル
ト
は
、
国
王
選
挙
権
が
ロ
ー
マ
教
会
に
よ
っ
て
特
定
の
諸
侯
に
も
た
ら
さ
れ
た
と
い
う
主
張
を
退
け
る
。
も
し
そ
う
で
あ
れ

ば
、
選
挙
結
果
に
対
す
る
教
皇
の
認
可
の
必
要
性
が
自
然
な
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
が
、
実
際
に
は
そ
う
で
は
な
く
、
オ
ッ
ト
ー
三
世
が
、

regnum
 et im

perium

に
属
す
る
諸
侯
と
人
民
の
同
意
を
え
て
、
選
挙
権
を
選
挙
侯
に
も
た
ら
し
た
の
で
あ

（
（3
（

る
。
他
の
箇
所
で
も
、
ル
ー

ポ
ル
ト
は
同
意
を
重
視
し
て
い
る
。
彼
は
、過
去
の
何
人
か
の
国
王
が
実
際
に
教
皇
に
服
従
し
た
り
承
認
を
求
め
た
り
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

帝
国
の
諸
権
利
が
損
な
わ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
、と
い
う
。
そ
れ
ら
の
行
為
に
は
選
挙
侯
や
そ
の
他
の
諸
侯
・
人
民
の
同
意
が
欠
け
て
お
り
、

し
た
が
っ
て
こ
れ
ら
諸
侯
や
、
人
民
を
代
表
す
る
他
の
者
た
ち
は
、
異
議contradictio

を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
こ
の
異
議

は
認
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
で
あ

（
（3
（

る
。

　

さ
て
ル
ー
ポ
ル
ト
は
、
国
王
に
選
ば
れ
た
者
が
全
員
一
致
で
な
く
多
数
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
場
合
で
も
、
全
員
一
致
の
場
合
と
ま
っ
た
く
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同
様
に
諸
権
限
を
行
使
し
う
る
と
い
う
命
題
（
彼
の
第
二
命
題
）
を
主
張
す
る
た
め
に
、
国
王
選
挙
権
は
選
挙
侯
の
全
体
な
い
し
選
挙
侯
団

体
に
属
す
る
の
で
あ
る
と
論
じ

（
（3
（

る
。
さ
も
な
い
と
、
多
数
決
に
よ
る
決
定
を
正
当
化
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
全
員
一
致
が
必
要
と
な

り
、
彼
の
第
二
命
題
を
維
持
で
き
な
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
点
で
ル
ー
ポ
ル
ト
は
、
一
三
世
紀
後
半
の
教
会
法
学
の
権
威
で

あ
っ
た
ホ
ス
テ
ィ
エ
ン
シ
スH

ostiensis

の
理
解
と
対
立
す
る
こ
と
に
な
っ

（
（3
（

た
。
ホ
ス
テ
ィ
エ
ン
シ
ス
は
、
選
挙
侯
の
全
体
に
で
は
な
く
、

個
々
人
に
選
挙
権
が
属
す
る
と
論
じ
て
い
た
の
で
あ

（
（3
（

る
。
そ
の
際
に
彼
が
根
拠
と
し
て
あ
げ
て
い
る
の
は
、D

.8.4.18

で
あ
る

（
（4
（

が
、
こ
れ
は

役
権
の
共
有
に
関
す
る
法
文
の
一
つ
で
、
複
数
の
共
有
者
が
役
権
を
設
定
す
る
ケ
ー
ス
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
設
定
は
、
個
別
に
、
ま
た

時
期
も
バ
ラ
バ
ラ
に
行
う
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
時
間
的
に
最
後
の
設
定
が
な
さ
れ
た
時
点
で
、
初
め
て
全
部
の
役
権
設
定
が
効

力
を
持
つ
。
最
後
の
設
定
に
よ
っ
て
、
そ
れ
以
前
の
設
定
行
為
が
さ
か
の
ぼ
っ
て
有
効
と
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
れ
を
選
挙
権
に
置
き
換

え
れ
ば
、
最
後
の
選
挙
権
者
の
選
挙
行
為
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
の
個
別
の
選
挙
権
行
使
が
初
め
て
発
効
し
、
選
挙
自
体
が
有
効
に
な
る
、

と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

　

こ
れ
に
対
し
て
ル
ー
ポ
ル
ト
に
よ
れ
ば
、
選
挙
侯
と
い
う
制
度
が
設
立
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
す
べ
て
の
諸
侯
と
、regnum

 et 

im
perium

の
人
民
の
代
表
が
、
万
民
法
に
よ
っ
て
、rex et im

perator

を
選
挙
す
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
こ
で
特
定
の
諸
侯
が
選
挙
の
た

め
に
定
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
彼
ら
は
諸
侯
と
人
民
のuniversitas

に
代
わ
っ
てvice et auctoritate

選
挙
を
行
う
の
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
選
挙
侯
に
よ
る
選
挙
は
、
諸
侯
と
人
民
のuniversitas

全
体
が
行
っ
た
も
の
と
見
な
さ
れ

（
（4
（

る
。
そ
の

際
、
ル
ー
ポ
ル
ト
は
根
拠
法
文
と
し
て
、
一
つ
は
、D

.3.4.6.1.

を
あ
げ
る
。
こ
れ
は
都
市
参
事
会
が
、
二
人
委
員
が
選
ぶ
者
た
ち
が
訴
訟
を

提
起
す
る
べ
し
と
決
定
し
た
場
合
、
訴
訟
提
起
者
は
参
事
会
自
体
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
こ
と
に
な
り
、
参
事
会
が
直
接
選
ん
だ
か
、
こ
の
よ

う
に
二
人
委
員
を
経
由
し
て
間
接
的
に
選
ん
だ
か
は
問
題
で
な
い
、
と
い
う
法
文
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、V

I 3.4.41

で
あ
る

（
（4
（

が
、
こ
れ
は

ナ
ル
ボ
ン
ヌ
の
大
司
教
座
聖
堂
参
事
会
の
財
産
と
参
事
会
員
個
人
の
聖
職
禄
に
関
す
る
法
文
で
あ
る
。
こ
こ
で
ル
ー
ポ
ル
ト
は
、
選
挙
侯
団
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を
司
教
座
聖
堂
参
事
会
と
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
で
理
解
し
よ
う
と
す
る
如
く
で
あ

（
（4
（

る
。
し
た
が
っ
て
国
王
選
挙
は
選
挙
侯
個
々
に
で
は
な
く
、
団

体
な
い
し
す
べ
て
の
諸
侯
と
人
民
の
全
体
に
属
す
る
も
の
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
ホ
ス
テ
ィ
エ
ン
シ
ス
と
ル
ー
ポ
ル
ト
の
対
立
は
、
ヨ

ハ
ネ
ス
・
ア
ン
ド
レ
ア
エ
に
よ
っ
て
も
言
及
さ
れ
て
い

（
（4
（

る
。
ル
ー
ポ
ル
ト
に
よ
れ
ば
、こ
の
点
は
ま
た
慣
習
に
よ
っ
て
も
正
当
化
さ
れ
う
る
。

regnum
 et im

perium

が
空
位
と
な
る
と
、
選
挙
侯
た
ち
は
こ
れ
ま
で
遵
守
さ
れ
て
き
た
古
き
慣
習
に
し
た
が
っ
て
ま
ず
レ
ン
ス
に
集
ま

り
、そ
こ
で
他
の
団
体collegium

 vel universitas

が
そ
う
す
る
よ
う
な
や
り
方
で
、フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
で
の
選
挙
の
期
日
を
決
定
す
る
。

こ
の
よ
う
な
慣
習
に
よ
っ
て
も
、
選
挙
侯
団
体
が
選
挙
権
を
持
つ
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
ル
ー
ポ
ル
ト
は
主
張
す
る
の
で
あ

（
（4
（

る
。
こ
の

よ
う
に
、
選
挙
権
が
選
挙
侯
の
団
体
に
属
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
多
数
に
よ
る
決
定
は
、
全
員
に
よ
る
一
致
し
て
の
決
定
と
考
え
て

よ
い
と
い
う
こ
と
に
な

（
（4
（

る
。

　

選
挙
権
が
個
々
の
選
挙
侯
に
属
す
る
か
、
全
体
に
属
す
る
か
は
、
更
に
選
挙
の
有
効
無
効
に
も
影
響
を
与
え
る
。
国
王
選
挙
が
例
え
ば
三

つ
に
分
裂
し
、
三
名
が
そ
れ
ぞ
れ
二
人
、
二
人
、
三
人
の
選
挙
侯
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
よ
う
な
場
合
、
も
し
選
挙
権
が
個
々
の
選
挙
侯
に
属

す
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
選
挙
の
う
ち
最
後
の
も
の
が
、
相
対
的
多
数
に
よ
る
決
定
と
な
っ
て
有
効
と
な
る
。
し
か
し
、
選
挙
権
は
選

挙
侯
団
体
に
帰
属
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
の
選
挙
は
い
ず
れ
も
全
体
の
絶
対
多
数
を
欠
く
こ
と
に
な
り
、
す
べ
て
無
効
で
あ
る
。
こ

う
し
た
場
合
に
は
教
皇
が
、
法
の
必
要
性
と
神
の
法
の
権
威
に
よ
り
、
決
定
を
下
す
。
し
か
し
、
選
挙
侯
の
多
数
に
よ
り
選
出
が
行
わ
れ
れ

ば
、
教
皇
に
よ
る
認
可
な
ど
は
必
要
で
な
い
の
で
あ

（
（4
（

る
。

　

こ
の
よ
う
な
ル
ー
ポ
ル
ト
の
議
論
は
、直
前
に
あ
っ
た
一
三
三
八
年
の
レ
ン
ス
事
件
を
背
景
に
し
て
い
る
も
の
と
考
え
て
よ
い
。皇
帝
ル
ー

ト
ヴ
ィ
ヒ
四
世
と
ア
ヴ
ィ
ニ
ヨ
ン
の
教
皇
庁
と
の
対
立
が
、
和
解
交
渉
の
頓
挫
に
よ
っ
て
先
鋭
化
す
る
中
、
選
挙
侯
た
ち
は
、
一
三
三
八
年

七
月
に
ラ
イ
ン
中
流
の
レ
ン
ス
に
集
合
し
て
同
盟
を
結
び
、
選
挙
侯
の
多
数
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
た
者
は
教
皇
に
よ
る
認
可
等
を
必
要
と
せ

ず
に
統
治
を
行
い
う
る
と
す
る
、
い
わ
ゆ
る
レ
ン
ス
の
法
判
告
を
宣
言
し
た
の
で
あ
っ

（
（4
（

た
。
ミ
ー
ト
ケ
た
ち
の
よ
う
に
、
レ
ン
ス
法
判
告
の
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テ
ク
ス
ト
と
ル
ー
ポ
ル
ト
の
五
命
題
が
対
応
し
て
い
る
と
ま
で
見

（
（4
（

る
の
は
行
き
過
ぎ
と
思
わ
れ
る
が
、
レ
ン
ス
事
件
が
ル
ー
ポ
ル
ト
の
理
論

展
開
に
影
を
落
と
し
た
こ
と
は
認
め
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
実
際
に
は
、
レ
ン
ス
事
件
は
選
挙
侯
の
歴
史
の
上
で
は
孤
立
し
た
ケ
ー
ス

で
あ
り
、
選
挙
侯
団
体
の
実
質
が
出
て
く
る
の
は
よ
う
や
く
一
四
二
〇
年
代
に
な
っ
て
か
ら
で
あ

（
（5
（

る
。
こ
の
よ
う
に
選
挙
侯
の
政
治
的
実
践

に
照
ら
す
と
、
ル
ー
ポ
ル
ト
の
見
方
は
相
当
現
実
と
は
距
離
の
あ
る
議
論
で
あ
る
が
、
理
論
面
で
の
意
味
は
大
き
い
。
教
皇
に
よ
る
審
査
や

認
可
を
避
け
る
た
め
、
ホ
ス
テ
ィ
エ
ン
シ
ス
の
よ
う
な
教
会
法
学
者
の
議
論
に
対
抗
し
て
、
選
挙
侯
が
団
体
と
し
て
選
挙
権
を
行
使
す
る
こ

と
が
強
調
さ
れ
る
。
教
会
お
よ
び
教
会
法
学
に
対
抗
す
る
と
い
う
文
脈
か
ら
、
ド
イ
ツ
国
制
が
法
学
的
に
把
握
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
ド
イ
ツ
で
国
王
に
選
ば
れ
た
者
が
支
配
を
及
ぼ
す
範
囲
は
、
か
な
り
複
雑
な
構
造
を
持
つ
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
ル
ー
ポ
ル
ト

の
帝
国
論
を
全
体
と
し
て
評
価
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
点
を
見
逃
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

三
．Regnum

 et im
perium

の
構
造

　

ド
イ
ツ
で
国
王
に
選
ば
れ
た
者
が
実
質
的
に
支
配
す
る
地
域
を
、ル
ー
ポ
ル
ト
はregnum

 et im
perium

（
王
国
に
し
て
帝
国
）と
呼
ぶ
。

T
ractatus

全
体
を
通
し
て
用
法
は
ほ
ぼ
一
貫
し
て
お
り
、
我
々
は
こ
れ
を
実
質
的
帝
国
と
言
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
地
域
は
、
ル
ー
ポ
ル
ト
に
よ
れ
ば
、
カ
ー
ル
大
帝
が
皇
帝
戴
冠
以
前
か
ら
支
配
下
に
置
い
て
い
た
領
域
の
一
部
で
あ
る
。
カ
ー
ル
は

そ
れ
ら
を
正
当
な
戦
争
に
よ
っ
て
征
服
し
た
の
だ
と
さ
れ
る
。
そ
の
際
、
ル
ー
ポ
ル
ト
は
、
そ
の
点
は
多
く
の
歴
史
叙
述
に
書
か
れ
て
い
る

と
お
り
で
あ
る
と
述
べ
て
い

（
（5
（

る
。
こ
の
よ
う
に
ル
ー
ポ
ル
ト
がregnum

 et im
perium

と
い
う
ま
と
ま
り
を
切
り
出
す
際
に
は
、
歴
史
的

論
拠
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し

（
（5
（

た
。
こ
の
よ
う
な
由
来
か
ら
し
て
、
ド
イ
ツ
で
国
王
に
選
挙
さ
れ
た
者
は
、
こ
の
地
域
に
つ
い
て
、
教
皇
に

よ
る
皇
帝
戴
冠
に
何
も
の
も
負
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
彼
は
教
皇
の
認
可
な
ど
が
な
く
て
も
、
こ
の
地
域
を
正
当
に
統
治
し
う
る
、
と
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い
う
の
が
、
前
章
で
も
見
た
よ
う
に
、
ル
ー
ポ
ル
ト
の
立
論
で
あ
っ
た
。

　

regnum
 et im

perium

の
中
心
は
、
ド
イ
ツ
王
国regnum

 Germ
anie

で
あ
る
。
ド
イ
ツ
人Germ

ani

こ
そ
が
帝
国
の
担
い
手
と
さ

れ
る
。
既
にT

ractatus

冒
頭
か
ら
、
ル
ー
ポ
ル
ト
は
、
帝
権
の
ギ
リ
シ
ア
人
か
ら
カ
ー
ル
大
帝
へ
の
移
転
を
、
フ
ラ
ン
ク
王
と
ド
イ
ツ
人

へ
の
移
転
と
見
な

（
（5
（

す
。
こ
の
よ
う
に
ル
ー
ポ
ル
ト
の
理
解
で
は
、
ド
イ
ツ
人
は
フ
ラ
ン
ク
人
と
の
密
接
な
関
係
に
お
い
て
と
ら
え
ら
れ
る
。

ル
ー
ポ
ル
ト
は
、
直
接
に
は
フ
ル
ト
ル
フ
＝
エ
ッ
ケ
ハ
ル
ト
年
代
記
と
ゴ
ッ
ト
フ
リ
ー
ト
・
フ
ォ
ン
・
ヴ
ィ
テ
ル
ボ
、
と
り
わ
け
前
者
に
も

と
づ
い
て
、
フ
ラ
ン
ク
人
の
歴
史
を
語

（
（5
（

る
。
そ
れ
ら
に
依
り
つ
つ
、
ま
ず
フ
ラ
ン
ク
人
の
ト
ロ
イ
ア
起
源
説
が
語
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
フ
ラ

ン
ク
人
は
、
ド
イ
ツ
に
到
来
し
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
地
方
に
居
住
し
た
。
そ
し
て
そ
こ
か
ら
ラ
イ
ン
川
を
渡
っ
て
、
西
へ
ア
キ
タ
ニ
ア
ま
で
、

更
に
ド
イ
ツ
の
地
で
も
東
は
バ
イ
エ
ル
ン
ま
で
支
配
を
拡
大
し
た
。
こ
こ
で
、
彼
ら
の
う
ち
、
ド
イ
ツ
人T

heutonici

と
混
合
し
た
者
た

ち
が
本
来
の
意
味
で
の
フ
ラ
ン
ク
人
と
呼
ば
れ
る
。
一
方
、
婚
姻
関
係
を
通
じ
て
ガ
リ
ア
人
か
ら
生
じ
た
者
た
ち
は
、
フ
ラ
ン
ク
人
か
ら
生

ま
れ
た
者Francigene

と
呼
ば
れ

（
（5
（

る
。
フ
ラ
ン
ク
最
初
の
王
フ
ァ
ラ
ム
ン
ト
の
治
世
（
四
二
六
年
）
以
後
、
ド
イ
ツ
人Germ

ani

が
フ
ラ

ン
ク
人
と
呼
ば
れ
た
の
で
あ
る
と
い

（
（5
（

う
。

　

帝
権
が
ギ
リ
シ
ア
人
か
ら
カ
ー
ル
大
帝
に
お
い
て
ま
ず
フ
ラ
ン
ク
人
に
移
転
し
、
更
に
オ
ッ
ト
ー
一
世
に
お
い
て
ド
イ
ツ
人
に
移
転
す
る

と
い
う
見
方
に
反
対
し
て
、
ル
ー
ポ
ル
ト
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
既
に
カ
ー
ル
大
帝
の
時
点
で
ド
イ
ツ
人
に
帝
権
が
移
転
し
た
と
見

（
（5
（

る
。

な
ぜ
な
ら
ば
、
第
一
に
、
カ
ー
ル
大
帝
そ
の
人
が
フ
ラ
ン
ク
＝
ド
イ
ツ
人Francus Germ

anicus

で
あ
っ

（
（5
（

た
。
カ
ー
ル
は
マ
イ
ン
ツ
近
郊

の
イ
ン
ゲ
ル
ハ
イ
ム
生
ま
れ
で
あ
り
、
一
年
の
月
や
風
の
名
前
を
ド
イ
ツ
語lingua Germ

anica

で
定
め
、
ド
イ
ツ
人
た
ち
に
ド
イ
ツ
語

lingua Germ
anica seu T

heutonica

で
法
を
与
え
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
フ
ラ
ン
ク
人
カ
ー
ル
は
ド
イ
ツ
人
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
第
二

の
論
拠
と
し
て
、
フ
ラ
ン
ク
王
国
の
起
源
が
ド
イ
ツ
に
あ
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ

（
（5
（

る
。
更
に
第
三
の
根
拠
と
し
て
、
オ
ッ
ト
ー
一
世
以
後
、

イ
タ
リ
ア
と
帝
権
が
、
ガ
リ
ア
の
王
た
ち
で
な
く
、
ド
イ
ツ
の
王
た
ち
の
も
と
に
と
ど
ま
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ

（
（6
（

る
。
こ
の
最
後
の
点
は
、
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後
述
す
る
イ
タ
リ
ア
の
意
義
と
も
関
連
し
て
興
味
深
い
。

　

ル
ー
ポ
ル
ト
は
更
に
、
ド
イ
ツ
人
の
中
で
も
区
別
を
行
う
。
前
述
の
よ
う
に
、
ト
ロ
イ
ア
か
ら
来
た
フ
ラ
ン
ク
人
と
最
初
に
混
じ
り
合
っ

た
ド
イ
ツ
人
こ
そ
が
本
来
の
フ
ラ
ン
ク
人
と
呼
ば
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
ガ
リ
ア
人
は
フ
ラ
ン
ク
人
か
ら
生
ま
れ
た
者Francigene

で
は

あ
っ
て
も
フ
ラ
ン
ク
人
と
は
呼
ば
れ
な
い
。
ル
ー
ポ
ル
ト
は
、
更
に
グ
ラ
テ
ィ
ア
ヌ
ス
教
令
集
に
引
か
れ
た
カ
ー
ル
大
帝
の
勅
令
を
根
拠
と

し
て
あ
げ
て
、
そ
こ
で
フ
ラ
ン
ク
人
と
ガ
リ
ア
人Galli

が
区
別
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ガ
リ
ア
人
は
本
来
の
フ
ラ
ン
ク
人
と
は
見
な
し

得
な
い
と
す

（
（6
（

る
。
し
か
も
そ
れ
ば
か
り
か
、
勅
令
で
は
ア
ラ
マ
ン
人
、
バ
イ
エ
ル
ン
人
、
ザ
ク
セ
ン
人
、
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
人
、
フ
リ
ー
ス

人
な
ど
も
フ
ラ
ン
ク
人
と
は
区
別
し
て
列
挙
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
の
人
々
を
除
い
た
ド
イ
ツ
人
が
本
来
の
意
味
で
の
フ
ラ

ン
ク
人
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な

（
（6
（

る
。
そ
し
て
実
際
、
ド
イ
ツ
人
の
中
で
も
、
ラ
イ
ン
諸
地
方
と
ラ
イ
ン
に
付
随
し
た
諸
地
方
の
人
々
が
フ
ラ

ン
ク
人
と
呼
ば
れ
る
。
そ
う
し
た
諸
地
方
の
一
つ
は
、
ヴ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
ク
を
首
邑
と
す
る
フ
ラ
ン
ケ
ン
で
、
そ
こ
か
ら
フ
ラ
ン
ケ
ン
大
公
と

い
う
名
が
由
来
す

（
（6
（

る
。
こ
の
よ
う
に
、
フ
ラ
ン
ク
＝
ド
イ
ツ
人
た
る
カ
ー
ル
大
帝
（
ド
イ
ツ
＝
フ
ラ
ン
キ
ア
は
彼
に
由
来
す
る
）
に
、
皇
帝

権
が
移
転
さ
れ
た
の
で
あ

（
（6
（

る
。
先
の
勅
令
や
そ
の
他
の
法
源
に
見
ら
れ
る
列
挙
順
序
か
ら
言
っ
て
も
、
ド
イ
ツ
の
フ
ラ
ン
ク
人
は
、
他
の
諸

民
族
に
比
し
て
と
り
わ
け
高
貴
で
あ
り
、
ロ
ー
マ
人
と
対
等
な
の
で
あ

（
（6
（

る
。
ま
た
フ
ラ
ン
ク
＝
ド
イ
ツ
人
の
変
わ
ら
ぬ
忠
誠
も
特
筆
・
強
調

さ
れ

（
（6
（

る
。
ラ
イ
ン
地
方
の
多
く
の
貴
族
た
ち
は
こ
う
し
た
事
情
を
十
分
知
ら
ず
に
、
自
分
た
ち
を
フ
ラ
ン
ク
人
と
い
う
よ
り
は
ラ
イ
ン
人

Renenses

と
呼
ん
で
誇
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
不
適
切
で
あ

（
（6
（

る
。

　

ル
ー
ポ
ル
ト
は
皇
帝
権
を
二
重
の
意
味
で
フ
ラ
ン
ク
人
と
結
び
つ
け
る
。
ま
ず
、
皇
帝
権
は
、
フ
ラ
ン
ク
人
に
属
す
る
が
、
そ
れ
は
ガ
リ

ア
人
と
区
別
さ
れ
た
、
ド
イ
ツ
＝
フ
ラ
ン
ク
人
に
属
す
る
。
ド
イ
ツ
は
フ
ラ
ン
ク
王
国
の
主
要
部
分
で
あ
り
、
フ
ラ
ン
ク
王
国
の
起
源
も
ド

イ
ツ
に
存
し

（
（6
（

た
。
そ
し
て
皇
帝
権
と
イ
タ
リ
ア
は
、
フ
ラ
ン
ク
王
国
の
分
割
後
も
ド
イ
ツ
王
の
も
と
に
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
王
の
も
と
に
あ
っ

た
の
で
は
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
皇
帝
権
は
カ
ー
ル
大
帝
以
来
、
ガ
リ
ア
人
で
な
く
ド
イ
ツ
人
に
移
転
さ
れ
た
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
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こ
の
よ
う
に
、
皇
帝
権
を
フ
ラ
ン
ス
勢
力
に
対
抗
し
て
ド
イ
ツ
に
と
ど
め
る
こ
と
は
、
ル
ー
ポ
ル
ト
に
と
っ
て
主
要
関
心
事
の
一
つ
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
も
第
二
に
、
皇
帝
権
は
、
ド
イ
ツ
人
の
中
で
も
前
述
の
よ
う
に
他
の
集
団
で
な
く
フ
ラ
ン
ク
人
に
属
す
る
と
い
う

意
味
で
も
、
フ
ラ
ン
ク
人
に
属
す
る
。
フ
ラ
ン
キ
ア
の
中
に
こ
そ
、
四
人
の
選
挙
侯
（
マ
イ
ン
ツ
、
ト
リ
ー
ア
、
ケ
ル
ン
の
大
司
教
と
ラ
イ

ン
宮
中
伯
）
が
存
す
る
の
で
あ
り
、
彼
ら
四
人
が
一
致
す
れ
ば
多
数
を
構
成
し
て
国
王
を
選
挙
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
（
も
ち
ろ
ん

彼
ら
は
選
挙
に
際
し
て
、
慣
習
に
し
た
が
っ
て
他
の
選
挙
侯
も
呼
び
集
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

（
（6
（

が
）。
こ
の
よ
う
な
ラ
イ
ン
の
選
挙
侯
の
決

定
的
な
役
割
は
、
当
時
の
選
挙
侯
と
国
王
選
挙
と
の
関
係
の
実
態
に
対
応
し
た
も
の
で
あ
っ

（
（7
（

た
。

　

以
上
の
ル
ー
ポ
ル
ト
の
議
論
の
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
の
住
民
の
中
で
も
そ
の
一
部
に
特
に
重
要
な
役
割
を
担
わ
せ
る
見
方
は
、
既
に
一
三
世

紀
後
半
の
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
フ
ォ
ン
・
ロ
ー
スA

lexander von Roes 

に
例
が
あ

（
（7
（

る
。
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
も
や
は
り
ド
イ
ツ
人
の
ト
ロ

イ
ア
起
源
説
を
採
る
。
し
か
し
、
ル
ー
ポ
ル
ト
と
は
や
や
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
が
異
な
り
、
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
に
よ
れ
ば
、
ド
イ
ツ
人
は
ま
ず
ラ

イ
ン
左
岸
に
定
着
し
、
そ
の
後
一
部
が
ラ
イ
ン
以
東
へ
進
み
、
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
に
王
国
を
建
設
し
た
。
こ
の
よ
う
な
ド
イ
ツ
人
が
、
カ
エ

サ
ル
に
よ
る
征
服
後
に
フ
ラ
ン
ク
人
と
も
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
ド
イ
ツ
＝
フ
ラ
ン
ク
人
の
本
体
は
ラ
イ
ン
以
西
の
人
々
で
あ

る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
彼
ら
こ
そ
が
帝
国
の
本
来
的
な
担
い
手
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
こ
れ
は
特
に
ケ
ル
ン
（
大
司
教
座
）
と
深
く
結
び
つ

い
た
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
の
位
置
に
対
応
す
る
理
解
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
ル
ー
ポ
ル
ト
は
、
ラ
イ
ン
以
東
の
フ
ラ
ン
ケ

ン
か
ら
事
態
を
構
成
し
て
い
る
と
言
え
る
。
フ
ラ
ン
ケ
ン
お
よ
び
ラ
イ
ン
地
方
（
左
岸
に
限
ら
れ
な
い
）
の
人
々
が
、
帝
国
の
中
核
的
な
担

い
手
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ル
ー
ポ
ル
ト
は
こ
の
個
所
で
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
の
著
作
を
使
っ
て
い
な
い
が
、
中
核
に
ず
れ
が
見
ら
れ
る
と
は

い
え
、
ド
イ
ツ
人
を
複
合
的
に
と
ら
え
る
見
方
は
共
通
し
て
い
る
。

　

現
在
の
ド
イ
ツ
王
国
の
中
で
も
、
マ
ー
ス
・
ラ
イ
ン
間
の
か
つ
て
の
ロ
ー
タ
ル
（
二
世
）
の
王
国
は
、
時
お
り
特
別
に
言
及
さ
れ
て
お
り
、

ド
イ
ツ
王
国
に
編
入
さ
れ
て
い
る
が
、
独
特
の
歴
史
を
持
つ
も
の
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
ル
ー
ポ
ル
ト
の
用
語
で
は
、
ガ
リ
ア
＝
ベ
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ル
ギ
カGallia Belgica

と
表
現
さ
れ
る
。
ル
ー
ポ
ル
ト
が
彼
の
帝
国
論
考
を
献
呈
し
た
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
家
の
バ
ル
ド
ゥ
イ
ン
が
占
め
て

い
た
ト
リ
ー
ア
大
司
教
位
は
、ガ
リ
ア
＝
ベ
ル
ギ
カ
の
首
座prim

as

に
し
て
総
大
司
教patriarcha

で
あ
る
と
さ
れ
、バ
ル
ド
ゥ
イ
ン
は
、

ゲ
ル
マ
ニ
アGerm

ania

と
ガ
リ
ア
＝
ベ
ル
ギ
カ
の
聖
俗
諸
侯
の
中
で
も
と
り
わ
けregnum

 et im
perium

の
諸
権
利
を
守
る
た
め
に
戦

う
者
と
見
な
さ
れ

（
（7
（

る
。
ド
イ
ツ
で
国
王
に
選
挙
さ
れ
た
者
が
、
選
挙
の
み
で
教
皇
に
よ
る
認
可
な
ど
に
依
存
せ
ず
に
支
配
権
を
行
使
し
う
る

点
で
、
ガ
リ
ア
＝
ベ
ル
ギ
カ
も
ド
イ
ツ
・
イ
タ
リ
ア
と
同
様
で
あ
る
と
さ
れ

（
（7
（

る
。

　

ア
ル
ル
（
ブ
ル
グ
ン
ト
）
王
国
は
、
国
王
戴
冠
の
意
義
を
論
じ
る
箇
所
で
関
連
し
て
わ
ず
か
に
姿
を
見
せ
る
。
ド
イ
ツ
で
選
ば
れ
た
者
が

選
挙
の
み
に
よ
っ
て
支
配
権
を
行
使
し
う
る
の
で
あ
れ
ば
、
選
挙
に
続
く
国
王
戴
冠
は
無
用
の
も
の
と
な
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
非
難

が
あ
げ
ら
れ
る

（
（7
（

が
、
こ
れ
に
関
連
し
て
、
ド
イ
ツ
は
、
こ
の
選
ば
れ
た
者
が
持
つ
、
二
つ
の
最
も
重
要
な
王
国
の
一
つ
（
も
う
一
つ
は
後
述

の
よ
う
に
イ
タ
リ
ア
）
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
こ
の
ド
イ
ツ
王
国
に
ロ
ー
タ
ル
の
王
国
も
加
わ
る
が
、
更
に
ア
ル
ル
王
国
（
な
い
し
ブ
ル
グ

ン
ト
王
国
）
も
同
様
に
ド
イ
ツ
王
国
に
加
わ
る
も
の
と
さ
れ
る
。
こ
こ
は
オ
ッ
ト
ー
一
世
に
よ
っ
て
支
配
下
に
入
れ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
、
ド
イ
ツ
王
国
と
そ
こ
に
編
入
さ
れ
た
、
ロ
ー
タ
ル
の
王
国
お
よ
び
ア
ル
ル
（
ブ
ル
グ
ン
ト
）
王
国
の
全
体
に
つ
い
て
、
ア
ー
ヘ
ン

で
国
王
戴
冠
が
行
わ
れ

（
（7
（

る
。
こ
う
し
て
国
王
戴
冠
の
面
で
は
、
か
つ
て
の
ロ
ー
タ
ル
の
王
国
お
よ
び
ア
ル
ル
（
ブ
ル
グ
ン
ト
）
王
国
は
ド
イ

ツ
王
国
と
一
体
と
し
て
扱
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
ブ
ル
グ
ン
ト
王
国
に
言
及
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
箇
所
の
み
で
あ
る
。
一
一
世
紀
以

来
、
皇
帝
は
三
王
国
の
支
配
者
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
が
、
ル
ー
ポ
ル
ト
の
論
述
で
は
ブ
ル
グ
ン
ト
は
非
常
に
影
が
薄
い
存
在
で
し
か
な
い
。

ル
ー
ポ
ル
ト
が
論
考
を
献
呈
し
た
バ
ル
ド
ゥ
イ
ン
は
、
ア
ル
ル
王
国
の
大
書
記
局
長
と
い
う
タ
イ
ト
ル
を
用
い
て
い
た
が
、
ル
ー
ポ
ル
ト
は

前
述
の
よ
う
に
、
バ
ル
ド
ゥ
イ
ン
を
む
し
ろ
ガ
リ
ア
＝
ベ
ル
ギ
カ
と
結
び
つ
け
て
い
る
。

　

し
か
し
そ
れ
に
対
し
て
、
イ
タ
リ
ア
の
扱
い
は
ま
っ
た
く
異
な
る
。

　

ま
ず
、
全
般
に
、
ル
ー
ポ
ル
ト
は
イ
タ
リ
ア
がregnum

 et im
perium

に
属
す
る
こ
と
を
繰
り
返
し
明
示
し
て
い
る
。
彼
は
、
イ
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タ
リ
ア
の
歴
史
と
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
支
配
権
に
つ
い
て
、
数
多
く
の
箇
所
で
触
れ
て
い
る
。
そ
の
頻
度
は
イ
タ
リ
ア
とregnum

 et 

im
perium

の
結
び
つ
け
が
、
彼
の
主
要
関
心
事
の
一
つ
で
あ
っ
た
か
と
思
わ
せ
る
ほ
ど
で
あ
る
。
一
三
二
〇
年
代
に
始
ま
る
ル
ー
ト
ヴ
ィ

ヒ
四
世
と
教
皇
庁
の
対
立
が
、
ミ
ラ
ノ
な
ど
北
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
皇
帝
派
（
ヴ
ィ
ス
コ
ン
テ
ィ
家
な
ど
）
と
教
皇
庁
の
対
立
を
、
実
質
的

理
由
の
一
つ
と
し
て
い
た
こ
と
を
考
え
れ

（
（7
（

ば
、
そ
の
よ
う
に
想
定
す
る
こ
と
も
的
外
れ
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

イ
タ
リ
ア
も
、
ル
ー
ポ
ル
ト
に
よ
れ
ば
、
カ
ー
ル
大
帝
が
正
し
い
戦
争
に
よ
る
征
服
を
通
じ
て
皇
帝
戴
冠
前
に
獲
得
し
た
も
の
で
あ

（
（7
（

る
。

そ
の
後
イ
タ
リ
ア
は
、
一
〇
世
紀
初
め
、
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
三
世
（
幼
童
王
）
の
時
代
に
、
ド
イ
ツ
王
国regnum

 Germ
anie

と
の
連
合

societas

か
ら
離
反
す

（
（7
（

る
。
し
か
し
、
オ
ッ
ト
ー
一
世
の
も
と
で
、
ド
イ
ツ
王
国
と
ド
イ
ツ
王
の
権
力potestas

の
下
へ
と
取
り
戻
さ

れ
（
（7
（

る
。
イ
タ
リ
ア
は
ド
イ
ツ
王
へ
の
忠
誠
と
ド
イ
ツ
王
国
と
の
連
合
か
ら
い
っ
た
ん
離
反
し
た
も
の
と
見
な
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
後
武
力
に

よ
っ
て
再
征
服
さ
れ
た
地
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　

前
述
の
国
王
戴
冠
の
意
義
の
問
題
と
の
関
連
で
、
イ
タ
リ
ア
は
ロ
ー
マ
王
が
支
配
す
る
第
二
の
主
要
王
国
と
さ
れ
る
。
ゆ
え
に
、
北
イ
タ

リ
ア
の
モ
ン
ツ
ァ
で
ミ
ラ
ノ
大
司
教
に
よ
り
戴
冠
が
行
わ
れ
る
。
支
配
権
行
使
は
ド
イ
ツ
に
お
け
る
選
挙
に
よ
っ
て
開
始
す
る
が
、
戴
冠
は

ド
イ
ツ
・
イ
タ
リ
ア
と
い
う
二
つ
の
王
国
の
重
要
性
ゆ
え
に
導
入
さ
れ
、
慣
習
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
、
と
い
う
の
が
ル
ー
ポ
ル
ト
の
立
場

で
あ

（
（8
（

る
。
国
王
戴
冠
に
よ
っ
て
新
た
な
権
限
が
加
わ
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、そ
の
限
り
で
は
戴
冠
に
は
名
目
的
意
味
し
か
な
い
。
し
か
し
、

ル
ー
ポ
ル
ト
は
、
国
王
戴
冠
が
無
用
で
あ
る
と
は
言
わ
ず
、
し
か
も
イ
タ
リ
ア
に
つ
い
て
も
国
王
戴
冠
を
維
持
す
る
の
で
あ

（
（8
（

る
。

　

こ
の
よ
う
に
イ
タ
リ
ア
へ
の
支
配
に
こ
だ
わ
る
こ
と
は
、
ド
イ
ツ
王
権
に
と
っ
て
は
危
険
性
を
秘
め
て
い
た
。
つ
ま
り
皇
帝
戴
冠
を
通

じ
て
と
同
様
、
イ
タ
リ
ア
を
通
じ
て
も
、
教
皇
に
よ
る
認
可
権
主
張
が
及
ん
で
く
る
可
能
性
が
存
し
た
の
で
あ
る
。
実
際T

ractatus

に
お

い
て
、
イ
タ
リ
ア
に
つ
い
て
支
配
権
を
行
使
す
る
た
め
に
は
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
選
挙
だ
け
で
は
足
り
ず
、
教
皇
に
よ
る
認
可approbatio

が
必
要
で
あ
る
が
、
ド
イ
ツ
は
イ
タ
リ
ア
の
付
属
物
で
あ
る
か
ら
（
な
ぜ
な
ら
ド
イ
ツ
の
支
配
者
の
タ
イ
ト
ル
は
ロ
ー
マ
人
た
ち
の
王
で
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あ
り
、
ロ
ー
マ
は
イ
タ
リ
ア
に
あ
る
の
だ
か
ら
）、
付
属
物
が
上
位
に
あ
る
も
の
の
性
質
を
受
け
継
ぐ
ゆ
え
に
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
国
王

は
教
皇
の
認
可
な
し
に
は
支
配
権
を
行
使
で
き
な
い
、
と
い
う
議
論
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い

（
（8
（

る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ル
ー
ポ
ル
ト
は
、
仮
に

イ
タ
リ
ア
に
関
し
て
は
認
可
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
前
提
を
と
っ
た
と
し
て
も
（
す
ぐ
後
で
見
る
よ
う
に
、
実
際
に
は
彼
は
こ
の
前
提
自
体

を
否
定
す
る
の
だ
が
）、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
選
挙
以
外
に
認
可
が
支
配
権
行
使
に
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
、
と
論
じ

（
（8
（

る
。

ド
イ
ツ
王
が
、
イ
タ
リ
ア
と
皇
帝
権
を
獲
得
し
た
と
い
う
こ
と
の
ゆ
え
に
、
よ
り
不
利
な
立
場
に
な
る
と
い
う
の
は
お
か
し
い
。
ド
イ
ツ

の
王
は
そ
の
徳
に
よ
っ
て
皇
帝
権
を
獲
得
し
た
の
で
あ
る
。
イ
タ
リ
ア
を
得
た
こ
と
に
よ
っ
て
ド
イ
ツ
の
立
場
が
悪
化
す
る
の
は
お
か
し
な

こ
と
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
は
イ
タ
リ
ア
王
国regnum

 Y
talie

の
付
属
物
で
は
な
く
、
む
し
ろ
逆
に
イ
タ
リ
ア
王
国
が
ド
イ
ツ
王
国regnum
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anie

の
付
属
物
で
あ

（
（8
（

る
。（
ド
イ
ツ
で
）
国
王
に
選
ば
れ
た
者
が
ロ
ー
マ
王
と
称
す
る
の
は
、
イ
タ
リ
ア
ゆ
え
で
は
な
く
、
一
つ
に

は
全
教
会
の
中
で
首
位
を
占
め
る
ロ
ー
マ
教
会
に
対
す
る
崇
敬
ゆ
え
で
あ

（
（8
（

り
、
も
う
一
つ
に
は
、
そ
の
人
民
が
か
つ
て
帝
国
を
単
独
支
配
し

後
に
皇
帝
に
支
配
権
を
移
転
し
た
と
こ
ろ
の
、
都
市
ロ
ー
マ
ゆ
え
で
あ

（
（8
（

る
。
こ
の
よ
う
に
、
ル
ー
ポ
ル
ト
は
、
イ
タ
リ
ア
を
主
と
す
る
見
方

に
対
抗
し
て
、
む
し
ろ
ド
イ
ツ
を
主
、
イ
タ
リ
ア
を
従
と
見
る
。
し
か
し
そ
の
反
面
、
こ
う
し
た
イ
タ
リ
ア
経
由
で
の
危
険
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
イ
タ
リ
ア
を
ド
イ
ツ
か
ら
切
り
離
す
と
い
う
態
度
は
採
ら
れ
な
い
。
ル
ー
ポ
ル
ト
に
と
っ
て
、
ド
イ
ツ
と
イ
タ
リ
ア
の
結
合
は
、
そ
れ

だ
け
本
質
的
な
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

ル
ー
ポ
ル
ト
は
、
イ
タ
リ
ア
支
配
に
つ
い
て
は
教
皇
に
よ
る
認
可
を
必
要
と
す
る
、
と
い
う
主
張
を
も
退
け
る
。
こ
れ
は
彼
の
第
四
命
題

に
対
す
る
異
論
の
一
つ
と
し
て
引
か
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
教
会
法
学
者
ヨ
ハ
ネ
ス
・
テ
ウ
ト
ニ
ク
スJohannes T

eutonicus

がD
.63 

c.23

を
注
釈
し
つ
つ
行
う
主
張
で
あ

（
（8
（

る
。
法
文
で
は
、
教
皇
レ
オ
八
世
が
ロ
ー
マ
の
聖
職
者
お
よ
び
人
民
と
と
も
に
、
オ
ッ
ト
ー
一
世
に
、

イ
タ
リ
ア
に
お
い
て
後
継
者
を
選
ぶ
権
限
を
与
え
た
と
あ

（
（8
（

る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ル
ー
ポ
ル
ト
は
、
カ
ー
ル
大
帝
と
オ
ッ
ト
ー
一
世
の
イ
タ

リ
ア
支
配
は
正
当
な
戦
争
を
通
じ
て
獲
得
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、教
会
か
ら
の
贈
与
や
授
与
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
、と
論
じ

（
（8
（

る
。
ゆ
え
に
、
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教
皇
が
イ
タ
リ
ア
で
は
他
の
部
分
よ
り
大
き
な
権
限
を
持
つ
、
と
い
う
こ
と
も
な
い
。
ま
た
、
イ
タ
リ
ア
も
フ
ラ
ン
ク
王
国
の
他
の
部
分
と

同
様
に
分
割
さ
れ
た
と
い
う
歴
史
も
援
用
さ
れ
る
。
法
文
に
つ
い
て
は
、
フ
グ
ッ
チ
オH

uguccio

、
グ
イ
ド
・
デ
・
バ
イ
シ
オGuido de 

Baysio
と
い
っ
た
教
会
法
学
者
の
説
を
引
き
つ
つ
、
法
文
中
の
「
譲
与
す
るconcedere

」
と
い
う
文
言
は
不
適
切
に
使
用
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
、
と
す
る
。

　

以
上
、
ル
ー
ポ
ル
ト
の
論
述
に
お
い
て
、
イ
タ
リ
ア
は
一
つ
の
王
国
と
見
な
さ
れ
つ
つ
、regnum

 et im
perium

の
一
部
に
組
み
込
ま

れ
て
い
る
。regnum

 et im
perium

の
中
で
は
、
ド
イ
ツ
王
国
が
主
要
部
で
イ
タ
リ
ア
は
そ
の
付
属
物
、
と
構
成
さ
れ
る
。
国
王
に
選
ば

れ
た
者
の
地
位
や
権
限
に
も
差
は
な
い
の
で
、
そ
の
意
味
で
イ
タ
リ
ア
に
は
法
的
特
殊
性
は
存
し
な
い
。
し
か
し
ル
ー
ポ
ル
ト
は
常
に
イ
タ

リ
ア
を
視
野
に
収
め
て
お
り
、
ド
イ
ツ
と
イ
タ
リ
ア
が
二
つ
の
主
要
王
国
と
し
てregnum

 et im
perium

を
形
成
す
る
と
い
う
構
想
で
一

貫
し
て
い
た
。

　

中
世
後
期
の
イ
タ
リ
ア
と
ド
イ
ツ
は
、
在
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
ド
イ
ツ
商
館Fondaco dei T

edeschi

に
象
徴
さ
れ
る
経
済
的
関
係
や
、

ル
ー
ポ
ル
ト
本
人
も
経
験
し
た
よ
う
な
ド
イ
ツ
出
身
者
の
イ
タ
リ
ア
の
諸
大
学
で
の
勉
学
、
ド
イ
ツ
出
身
の
親
方
・
職
人
の
イ
タ
リ
ア
へ
の

流
入
と
定
着
、
特
に
南
ド
イ
ツ
出
身
貴
族
の
イ
タ
リ
ア
で
の
傭
兵
と
し
て
の
活
動
と
い
っ
た
人
的
接
触
に
よ
っ
て
深
く
結
び
つ
い
て
い
た
だ

け
で
な
く
、
一
四
世
紀
初
め
の
ハ
イ
ン
リ
ヒ
七
世
以
後
、
ド
イ
ツ
で
選
ば
れ
た
国
王
自
身
、
皇
帝
戴
冠
の
た
め
に
イ
タ
リ
ア
へ
登
場
し
続

け
（
（9
（

た
。
そ
う
し
た
状
況
を
考
え
て
も
、
ル
ー
ポ
ル
ト
に
よ
る
イ
タ
リ
ア
の
位
置
づ
け
は
、
十
分
に
意
味
の
あ
る
も
の
と
し
て
受
け
取
ら
れ
る

必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

四
．Regnum

 et im
perium

 

以
外
の
カ
ー
ル
大
帝
の
か
つ
て
の
支
配
領
域
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前
述
の
よ
う
に
、
カ
ー
ル
大
帝
が
皇
帝
戴
冠
以
前
か
ら
支
配
下
に
置
い
て
い
た
領
域
に
つ
い
て
は
、
カ
ー
ル
は
そ
れ
ら
を
正
当
な
戦
争
に

よ
っ
て
征
服
し
た
の
だ
と
さ
れ

（
（9
（

る
。
こ
れ
は
現
在
、
ド
イ
ツ
王
・
皇
帝
の
支
配
下
に
あ
る
地
域
＝regnum

 et im
perium

＝
実
質
的
帝
国

に
加
え
て
、
西
部
ガ
リ
アGallia occidentalis

、
ガ
ス
コ
ー
ニ
ュ
、
パ
ン
ノ
ニ
ア
等
々
も
含
む
。
こ
れ
ら
の
地
域
に
お
い
て
も
、
カ
ー
ル

は
既
に
皇
帝
戴
冠
前
か
ら
、慣
習
に
よ
っ
て
、皇
帝
の
権
限
を
行
使
し
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、ロ
ー
マ
教
皇
に
よ
る
皇
帝
戴
冠
と
塗
油
に
よ
っ

て
、
そ
の
点
で
新
た
な
権
限
が
獲
得
さ
れ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な

（
（9
（

い
。
こ
の
カ
ー
ル
大
帝
支
配
領
域
と
比
較
す
る
と
、
現
在
皇
帝
が
支
配
す

る
領
域
が
は
る
か
に
狭
小
で
あ
る
こ
と
は
、ル
ー
ポ
ル
ト
も
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ

（
（9
（

る
。
中
で
も
、明
白
な
ず
れ
は
、フ
ラ
ン
ス
王
国
で
あ
る
。

　

フ
ラ
ン
ス
王
国
と
フ
ラ
ン
ス
王
を
、
ル
ー
ポ
ル
ト
は
ど
の
よ
う
に
扱
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
彼
は
、
カ
ー
ル
大
帝
へ
の
皇
帝
権
移
転
と

そ
の
後
の
フ
ラ
ン
ク
帝
国
分
割
に
よ
り
、
分
割
後
の
後
継
国
家
で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
の
王
は
、
帝
国im

perium

か
ら
免
属
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
王
国
内
で
、
皇
帝
が
帝
国
内
で
行
使
す
る
の
と
同
じ
権
限
を
行
使
し
う
る
と
い
う
理
論
が
特
に
フ
ラ
ン
ス
人
（
具
体
的
な
論
者
の
名
は
あ

げ
ら
れ
て
い
な
い
が
）
に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
て
い
る
、
と
い

（
（9
（

う
。
こ
の
理
論
に
し
た
が
え
ば
、
ド
イ
ツ
、
ガ
リ
ア
＝
ベ
ル
ギ
カ
な
い
し
東
部

ガ
リ
アGallia Belgica seu orientalis 

、
イ
タ
リ
ア
そ
の
他
に
お
い
て
、
ロ
ー
マ
王
も
（
皇
帝
戴
冠
に
よ
ら
ず
に
）
後
述
の
皇
帝
留
保
権

限
を
行
使
し
う
る
こ
と
に
な
ろ
う
、
と
ル
ー
ポ
ル
ト
は
、
自
分
の
主
張
に
引
き
つ
け
て
言

（
（9
（

う
。
し
か
し
、
こ
の
「
フ
ラ
ン
ス
的
」
主
張
が
正

し
い
か
ど
う
か
、
ル
ー
ポ
ル
ト
は
最
終
的
判
断
を
下
さ
ず
、
よ
り
よ
い
人
々
の
議
論
と
決
定
に
ゆ
だ
ね
て
い

（
（9
（

る
。
後
述
の
よ
う
な
ル
ー
ポ
ル

ト
の
立
論
で
は
、
西
方
世
界
の
国
王
た
ち
は
、
そ
の
王
国
内
で
皇
帝
留
保
権
を
も
行
使
で
き
る
は
ず
で
あ
り
、
と
す
る
と
、
こ
の
フ
ラ
ン
ス

的
主
張
は
肯
定
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
は
最
終
的
判
断
を
保
留
し
て
い
る
が
、
こ
の
態
度
は
、
皇
帝
留
保
権
に
関
す

る
後
述
の
よ
う
な
ル
ー
ポ
ル
ト
の
あ
い
ま
い
な
態
度
と
も
関
係
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

ル
ー
ポ
ル
ト
は
、
既
に
何
度
か
触
れ
た
よ
う
に
、
フ
ラ
ン
ス
と
フ
ラ
ン
ク
の
結
び
つ
け
に
は
反
対
す
る
。
フ
ラ
ン
ス
王
は
当
初
は
ガ
リ

ア
王rex Gallie

と
名
乗
っ
て
い
た
。
ガ
リ
ア
の
中
で
も
、
ケ
ル
ト
＝
ガ
リ
ア
な
い
し
西
部
ガ
リ
アGallia Celtica seu occidentalis

の
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王
で
あ
っ
た
。
一
方
、
ガ
リ
ア
＝
ベ
ル
ギ
カ
な
い
し
東
部
ガ
リ
アGallia Belgica seu orientalis

は
、
分
割
後
そ
れ
と
は
別
の
運
命
を
た

ど
っ
た
。
確
か
に
、
西
の
王
が
、
西
フ
ラ
ン
ク
の
王
な
い
し
フ
ラ
ン
ク
王
と
呼
ば
れ
る
こ
と
は
あ
る
。
し
か
し
フ
ラ
ン
ク
の
故
地
と
名
称
の

由
来
は
東
に
存
す
る
。
西
の
部
分
は
も
と
も
と
ガ
ウ
デ
ィ
ー
ナGaudina

と
い
う
別
の
名
称
の
土
地
で
あ
っ

（
（9
（

た
。
こ
の
箇
所
に
続
け
て
更

に
後
補
し
て
、
ル
ー
ポ
ル
ト
は
、
フ
ラ
ン
ス
王
が
フ
ラ
ン
ク
人
た
ち
の
王
と
名
乗
る
の
は
不
当
で
あ
る
と
、
や
や
詳
し
く
論
旨
を
展
開
し
て

い
（
（9
（

る
。

　

こ
の
よ
う
に
フ
ラ
ン
ク
と
の
区
別
は
付
け
ら
れ
る
が
、
ル
ー
ポ
ル
ト
の
よ
う
な
議
論
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
扱
い
が
難
し
く
な
る
の
は
確
か

で
あ
る
。
中
世
中
期
以
後
、
フ
ラ
ン
ス
王
権
側
の
理
論
家
た
ち
が
、
ド
イ
ツ
と
皇
帝
権
を
強
く
意
識
し
つ
つ
王
権
の
た
め
の
理
論
形
成
を
す

す
め
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
ド
イ
ツ
側
か
ら
も
フ
ラ
ン
ス
の
扱
い
は
難
し
い
も
の
が
あ
っ
た
の
で
あ

（
（9
（

る
。

　

さ
て
ル
ー
ポ
ル
ト
は
、
更
に
そ
の
外
側
の
、
西
方
世
界
の
領
域
に
つ
い
て
も
、
決
し
て
名
目
的
で
な
い
、
意
味
の
あ
る
考
察
を
し
て
い
る
。

こ
の
面
に
も
、
最
近
の
ミ
ー
ト
ケ
ら
に
よ
る
理
解
以
上
に
注
意
が
払
わ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

五
．
西
方
世
界
と
皇
帝
権

　

上
述
の
よ
う
に
、
カ
ー
ル
大
帝
は
そ
の
支
配
領
域
に
お
い
て
、
既
に
皇
帝
戴
冠
前
か
ら
皇
帝
の
諸
権
限
を
行
使
し
て
い
た
。
し
か
し
、
皇

帝
権
の
移
転
と
皇
帝
戴
冠
に
よ
っ
て
、
更
に
そ
れ
以
外
の
西
方
世
界
の
諸
地
域
に
つ
い
て
も
皇
帝
と
し
て
の
諸
権
限
を
獲
得
し
、
そ
れ
ら
の

地
域
の
王
や
諸
侯
か
ら
服
従
を
要
求
す
る
権
利
を
も
得
た
と
さ
れ
る
。
東
の
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
皇
帝
へ
の
服
従
か
ら
解
放
さ
れ

た
こ
と
と
並
ん
で
、
こ
の
点
が
皇
帝
権
移
転
の
効
果
で
あ
っ

（
（10
（

た
。

　

こ
う
し
た
見
解
と
も
対
応
し
て
、
ル
ー
ポ
ル
ト
は
、
カ
ー
ル
大
帝
の
か
つ
て
の
支
配
領
域
の
外
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
皇
帝
戴
冠
と
塗
油
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に
、
や
は
り
実
質
的
な
意
味
を
認
め
、
そ
れ
ら
が
何
の
意
味
も
持
た
な
い
と
い
う
解
釈
を
退
け

（
（10
（

る
。
ド
イ
ツ
に
お
け
る
選
挙
に
よ
っ
て
、
こ

れ
ら
の
地
域
で
も
皇
帝
と
し
て
の
権
限
を
行
使
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
見
方
が
あ
る
が
、
そ
の
説
は
採
ら
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
彼

は
、こ
の
見
方
の
論
拠
を
三
つ
あ
げ
た
う
え
で
、そ
れ
に
反
論
し
て
い
る
。
第
一
の
論
拠
は
、国
王
戴
冠
と
皇
帝
戴
冠
の
性
質
は
同
じ
で
あ
り
、

前
述
の
よ
う
に
国
王
戴
冠
を
通
じ
て
何
ら
か
の
法
的
権
限
が
獲
得
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
の
だ
か
ら
、
皇
帝
戴
冠
も
同
様
の
は
ず
だ
と
い
う

も
の
で
あ
る
。
第
二
の
論
拠
は
教
会
法
源
に
も
年
代
記
に
も
、
塗
油
と
戴
冠
を
経
て
皇
帝
権
が
移
転
さ
れ
る
、
と
は
言
わ
れ
て
い
な
い
と
い

う
も
の
で
あ
り
、更
に
第
三
の
論
拠
は
、フ
ル
ト
ル
フ
＝
エ
ッ
ケ
ハ
ル
ト
と 

ア
ナ
リ
ス
タ
＝
サ
ク
ソ
に
よ
れ
ば
、ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
敬
虔
や
ロ
ー

タ
ル
一
世
は
父
の
生
前
に
既
に
皇
帝
戴
冠
の
前
か
ら
皇
帝
の
名
を
用
い
て
い
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
ル
ー
ポ
ル
ト
に
よ
れ
ば
、
確
か
に
こ

の
説
は
、
教
皇
ス
テ
フ
ァ
ヌ
ス
二
世
の
も
と
で
帝
権
移
転
が
起
き
た
の
で
あ
れ
ば
採
り
う
る
（
カ
ー
ル
の
皇
帝
戴
冠
以
前
に
皇
帝
権
が
移
転

し
た
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
）。
し
か
し
実
際
に
は
、
カ
ー
ル
に
対
す
る
皇
帝
戴
冠
を
行
っ
た
レ
オ
三
世
の
も
と
で
は
じ
め
て
、
皇
帝
権

が
移
転
し
た
の
で
あ
っ
た
。
皇
帝
戴
冠
は
や
は
り
皇
帝
の
名
前
だ
け
で
な
く
実
質
を
も
も
た
ら
す
の
で
あ
っ
て
、
皇
帝
戴
冠
と
塗
油
が
た
だ

言
葉
だ
け
の
も
の
で
何
ら
の
効
果
も
な
い
も
の
と
考
え
る
の
は
ば
か
げ
て
い
る
と
思
わ
れ

（
（10
（

る
。
ル
ー
ポ
ル
ト
は
こ
の
よ
う
に
論
じ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
カ
ー
ル
大
帝
支
配
領
域
外
部
の
西
方
世
界
と
の
関
連
で
は
、
ル
ー
ポ
ル
ト
は
、
教
皇
に
よ
る
皇
帝
戴
冠
と
塗
油
に
意
義
を

認
め
る
。
す
な
わ
ち
彼
は
、
か
つ
て
の
カ
ー
ル
大
帝
の
支
配
領
域
以
外
の
西
方
世
界
に
つ
い
て
は
、
皇
帝
が
皇
帝
の
名
と
皇
帝
の
権
利
・
権

力
を
教
皇
か
ら
保
持
す
る
と
い
う
こ
と
を
承
認
す
る
の
で
あ
る
。
ル
ー
ポ
ル
ト
は
、
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
四
世
や
ホ
ス
テ
ィ
エ
ン
シ
ス

の
議
論
を
そ
の
よ
う
な
意
味
で
理
解
し
て
い

（
（10
（

る
。
も
っ
と
も
彼
は
こ
の
点
に
つ
い
て
、
後
補
部
分
で
、
結
局
最
終
的
な
決
定
を
保
留
し
て

い
（
（10
（

る
。

　

皇
帝
戴
冠
の
意
義
自
体
に
つ
い
て
も
ル
ー
ポ
ル
ト
は
、
後
補
部
分
に
お
い
て
、
最
終
的
解
答
を
保
留
し
、
よ
り
よ
い
人
々
の
決
定
に
ゆ
だ

ね
て
い

（
（10
（

る
。
こ
の
追
補
は
、
オ
ッ
カ
ム
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
の
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
選
挙
の
み
で
西
方
世
界
全
体
に
対
す
る
皇
帝
権
行
使
が
可
能
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と
な
る
の
で
あ
り
、
皇
帝
戴
冠
に
実
質
的
意
義
は
な
い
、
と
す
る
主
張
の
影
響
を
受
け
た
結
果
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
て
い

（
（10
（

る
。
当
時
の

知
識
人
同
士
の
相
互
作
用
の
一
例
と
し
て
興
味
深
い
が
、
オ
ッ
カ
ム
は
そ
の
著
作
『
教
皇
権
力
に
関
す
る
八
提
題O

cto quaestiones de 

potestate papae

』
で
、
ル
ー
ポ
ル
ト
の
議
論
を
か
な
り
高
く
評
価
し
つ
つ
、
し
か
し
こ
の
皇
帝
戴
冠
の
意
義
の
問
題
な
ど
い
く
つ
か
の

点
で
批
判
を
加
え
た
。
そ
の
際
彼
は
ル
ー
ポ
ル
ト
の
第
一
版
を
引
用
し
つ
つ
批
判
を
行
っ
て
お
り
、
第
一
版
の
テ
ク
ス
ト
を
手
に
し
て
い
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。
一
方
、
ル
ー
ポ
ル
ト
の
後
補
部
分
に
は
オ
ッ
カ
ム
の
名
は
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
後
補
で
考
慮
さ
れ
て
い
る
主
張
の

内
容
は
オ
ッ
カ
ム
の
説
と
一
致
し
て
い
る
。
オ
ッ
カ
ム
は
当
時
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
に
お

（
（10
（

り
、
一
方
ル
ー
ポ
ル
ト
は
主
に
ヴ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
ク
な
ど
で

活
動
し
て
い
た
。
彼
は
第
一
版
完
成
後
、ア
イ
ヒ
シ
ュ
テ
ッ
ト
で
内
容
を
発
表
し
て
議
論
に
供
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、そ
の
と
き
か
、

あ
る
い
は
別
の
場
所
で
、
両
者
の
間
で
口
頭
で
の
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
ル
ー
ポ
ル
ト
が
後
補
部
分
に
お
い
て
オ
ッ
カ
ム

の
批
判
を
考
慮
し
て
い
る
こ
と
は
、
皇
帝
と
し
て
の
独
自
の
権
限
に
関
す
る
ル
ー
ポ
ル
ト
の
主
張
を
弱
め
る
も
の
で
は
あ
っ
た
が
、
彼
は
自

説
を
撤
回
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

　

ル
ー
ポ
ル
ト
の
所
論
に
お
い
て
、
皇
帝
の
権
限
は
二
つ
に
分
け
て
考
察
さ
れ
る
。
第
一
は
、
諸
財
産
と
諸
権
利
の
管
理
支
配

adm
inistratio

に
関
す
る
も
の
で
、
具
体
的
に
は
、
臣
民
の
服
従
宣
誓
を
受
領
す
る
、
レ
ー
ン
を
授
与
す
る
、
世
俗
裁
判
権
を
み
ず
か
ら

ま
た
は
他
の
者
を
通
じ
て
行
使
す
る
、
租
税
・
貢
租
を
受
領
す
る
な
ど
の
権
限
で
あ

（
（10
（

る
。
こ
れ
ら
の
権
限
は
、
皇
帝
が
処
分
し
う
る
所
領
や

権
利
を
実
際
に
持
っ
て
い
る
こ
と
が
前
提
と
な
る
の
で
、
そ
の
行
使
は
事
実
上regnum

 et im
perium

の
中
に
限
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
で

あ
ろ
う
。
第
二
は
、
法
に
よ
っ
て
皇
帝
に
留
保
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
行
為
の
実
行
に
関
す
る
も
の
で
、
具
体
的
に
は
、
世
俗
事
項
に
関
し
て

不
名
誉
な
生
ま
れ
の
者
を
正
当
化
す
る
（
非
嫡
出
子
の
準
正
）、
名
誉
喪
失
者
の
名
誉
を
回
復
す
る
、
公
証
人
を
任
命
す
る
な
ど
で
あ

（
（10
（

る
。

そ
し
て
ド
イ
ツ
の
支
配
者
は
、
選
挙
の
み
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
両
方
の
諸
権
限
を
、regnum

 et im
perium

に
お
い
て
行
使
し
う
る
、
と

さ
れ

（
（11
（

る
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
ド
イ
ツ
の
支
配
者
が
カ
ー
ル
大
帝
や
オ
ッ
ト
ー
一
世
の
後
継
者
で
あ
る
か
ら
で
あ
り
、
後
者
に
つ
い
て
は
、
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慣
習
に
よ
り
行
使
が
正
当
化
さ
れ
る
。

　

し
か
し
こ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ド
イ
ツ
で
選
挙
さ
れ
た
者
は
、
皇
帝
戴
冠
と
塗
油
に
よ
っ
て
、
カ
ー
ル
大
帝
の
支
配
領
域
の
外
に
あ
り
今

日
も
帝
国
支
配
に
事
実
上
従
っ
て
い
な
い
よ
う
な
、西
方
世
界
の
諸
地
域
に
お
い
て
、上
述
の
皇
帝
留
保
権（
す
な
わ
ち
、非
嫡
出
子
の
準
正
、

名
誉
喪
失
者
の
名
誉
回
復
、
法
の
制
定
等
）
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ

（
（11
（

る
。
こ
こ
で
、
法
を
制
定
す
る
こ
とleges condere

も

あ
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
注
目
さ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
ら
の
地
域
の
国
王
た
ち
は
そ
う
し
た
権
利
行
使
を
許
さ
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
し
か

し
法
的
に
はde iure
彼
ら
は
そ
れ
を
許
す
義
務
を
負

（
（11
（

う
。
皇
帝
が
国
王
た
ち
に
対
し
て
ど
こ
ま
で
こ
れ
ら
の
権
利
を
貫
徹
で
き
る
か
ど
う

か
、
ル
ー
ポ
ル
ト
自
身
や
や
あ
い
ま
い
な
態
度
を
取
っ
て
い
る
が
、
し
か
し
理
論
的
に
は
、regnum

 et im
perium

の
外
に
お
け
る
皇
帝

留
保
権
行
使
の
可
能
性
を
維
持
し
て
い
る
。

　

西
方
世
界
全
体
に
対
す
る
皇
帝
権
の
意
義
は
、
裁
判
に
関
係
し
て
も
論
じ
ら
れ
る
。
西
方
世
界
の
国
王
た
ち
が
完
全
な
支
配
権m

erum
 

et m
ixtum

 im
perium

を
、
皇
帝
の
授
与
に
よ
ら
ず
に
、
慣
習
に
よ
っ
て
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
が
扱
わ

れ
（
（11
（

る
。
こ
れ
に
つ
い
て
ル
ー
ポ
ル
ト
は
、
も
し
も
皇
帝
が
、
国
王
の
決
定
に
対
す
る
上
訴
、
国
王
に
よ
る
法
の
無
視
、
国
王
に
よ
る
裁
判
拒

絶
と
い
っ
た
場
合
に
、
国
王
自
身
を
裁
判
で
き
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
慣
習
に
よ
る
行
使
は
認
め
ら
れ
な
い
、
と
す

（
（11
（

る
。
一
方
、
こ
れ
ら
の
ケ
ー

ス
で
皇
帝
が
国
王
を
裁
き
う
る
の
で
あ
れ
ば
、
慣
習
に
よ
る
行
使
は
認
め
ら
れ
る
。
現
実
は
第
二
の
ケ
ー
ス
で
あ
る
か
ら
、
慣
習
に
よ
る
行

使
を
認
め
て
よ
い
、
と
い
う
の
が
彼
の
結
論
で
あ

（
（11
（

る
。
こ
こ
で
は
、
皇
帝
が
各
国
の
国
王
の
上
に
位
置
す
る
上
位
審
級
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
て
い

（
（11
（

る
。
こ
の
よ
う
な
皇
帝
の
位
置
づ
け
は
、
実
は
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
皇
帝
・
国
王
と
諸
侯
の
間
で
当
時
展
開
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
関
係

と
パ
ラ
レ
ル
な
も
の
で
も
あ
っ
た
。
一
三
世
紀
後
半
以
後
、
諸
侯
がm

erum
 im

perium

を
保
持
す
る
こ
と
を
示
す
史
料
が
登
場
す

（
（11
（

る
。

一
方
、
国
王
が
諸
侯
な
ど
に
裁
判
に
関
す
る
特
権
を
与
え
る
場
合
に
、
裁
判
拒
絶
・
遅
滞
が
あ
れ
ば
当
事
者
に
国
王
の
下
へ
の
訴
え
を
認
め

る
と
い
う
留
保
が
付
さ
れ
る
よ
う
に
な

（
（11
（

る
。
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
四
世
期
に
は
、
そ
う
し
た
特
権
授
与
が
相
当
数
蓄
積
さ
れ
て
お
り
、
次
の
カ
ー
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ル
四
世
期
に
は
上
訴
の
観
念
も
導
入
さ
れ
て
更
に
体
系
的
に
な
っ
て
い
く
。
ル
ー
ポ
ル
ト
の
理
論
は
、
こ
の
よ
う
に
一
三
世
紀
か
ら
一
四
世

紀
に
か
け
て
ド
イ
ツ
で
現
実
に
進
展
し
つ
つ
あ
っ
た
裁
判
管
轄
の
画
定
と
体
系
的
整
序
と
も
歩
調
を
あ
わ
せ
て
、
皇
帝
の
裁
判
権
と
各
国
国

王
の
裁
判
権
の
関
係
を
整
理
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
際
に
ル
ー
ポ
ル
ト
は
、
教
会
法
源
に
比
し
て
ロ
ー
マ
法
源
を
比
較
的
多
く
引
い
て
、

ロ
ー
マ
法
の
素
材
と
そ
れ
を
使
っ
た
ロ
ー
マ
法
学
者
の
議
論
に
多
く
を
負
い
な
が
ら
論
じ
て
い

（
（11
（

る
。
こ
の
よ
う
な
彼
の
皇
帝
権
論
は
、
前
述

の
国
王
選
挙
と
選
挙
侯
に
つ
い
て
の
所
論
と
同
様
、
や
は
り
学
識
法
学
者
ル
ー
ポ
ル
ト
に
よ
る
法
学
的
な
国
制
把
握
の
あ
ら
わ
れ
と
評
価
で

き
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
皇
帝
の
裁
判
権
に
関
す
る
論
述
を
見
て
も
、
ル
ー
ポ
ル
ト
の
全
体
の
議
論
の
中
で
、
西
方
世
界
全
体

に
対
す
る
皇
帝
の
権
限
は
、
名
目
に
と
ど
ま
ら
な
い
意
味
を
持
ち
続
け
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

ル
ー
ポ
ル
ト
の
帝
国
論
に
お
い
て
、
確
か
に
皇
帝
の
「
国
王
化
」
は
、
こ
れ
ま
で
の
諸
研
究
が
た
び
た
び
指
摘
し
て
き
た
と
お
り
、
議
論

の
重
要
な
眼
目
で
あ
っ
た
。
ル
ー
ポ
ル
ト
は
、
ド
イ
ツ
で
選
挙
さ
れ
た
者
に
西
洋
世
界
の
他
の
国
王
と
同
様
な
地
位
と
権
限
を
保
証
し
、
そ

れ
に
よ
っ
て
、
ロ
ー
マ
に
お
け
る
皇
帝
戴
冠
と
い
う
通
路
か
ら
介
入
を
図
る
教
皇
権
の
動
き
に
対
抗
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
本
稿
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
そ
の
よ
う
な
理
解
だ
け
で
ま
と
め
る
に
は
、
彼
の
帝
国
論
は
ず
っ
と
複
雑
な
性
格
を
持
っ
て
い
た
。

実
質
的
帝
国
で
あ
るregnum

 et im
perium

の
中
に
は
、
と
り
わ
け
、
ド
イ
ツ
王
国
─
イ
タ
リ
ア
王
国
と
い
う
二
重
構
造
が
存
し
た
。
そ

こ
で
は
確
か
に
ド
イ
ツ
が
主
、
イ
タ
リ
ア
が
従
と
は
さ
れ
る
も
の
の
、
イ
タ
リ
ア
は
第
二
の
主
要
王
国
と
し
てregnum

 et im
perium

の

不
可
欠
の
構
成
要
素
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
形
で
イ
タ
リ
ア
が
ド
イ
ツ
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
ル
ー
ポ
ル
ト
は
強
く
意
識
し
て
い

た
。
こ
の
よ
う
な
ド
イ
ツ
と
イ
タ
リ
ア
と
の
関
係
は
、
一
五
世
紀
中
葉
の
ペ
ー
タ
ー
・
フ
ォ
ン
・
ア
ン
ド
ラ
ウ
の
帝
国
論
で
も
、
帝
国
を
担
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う
ド
イ
ツ
の
貴
族
家
門
の
イ
タ
リ
ア
起
源
説
と
い
う
形
で
、
な
お
姿
を
見
せ
て
い
た
の
で
あ
っ

（
（12
（

た
。

　

ま
た
、
ド
イ
ツ
王
国
の
中
に
は
、
ラ
イ
ン
地
方
・
フ
ラ
ン
ケ
ン
地
方
を
中
心
と
す
る
構
造
が
設
定
さ
れ
て
い
た
。
選
挙
の
際
に
決
定
的
な

役
割
を
果
た
す
四
人
の
選
挙
侯
が
所
在
す
る
こ
と
が
示
す
よ
う
に
、
こ
の
地
方
の
人
々
こ
そ
が
、
帝
国
を
中
心
と
な
っ
て
支
え
る
も
の
と
考

え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。rgnum

 et im
perium

が
決
し
て
ド
イ
ツ
王
国
に
尽
き
な
い
反
面
、
ド
イ
ツ
王
国
自
体
が
そ
う
し
た
複
合
的

存
在
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

更
に
、regnum

 et im
perium

の
外
側
の
西
方
世
界
に
お
け
る
皇
帝
の
権
限
も
、
決
し
て
名
の
み
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん

現
実
の
通
用
と
い
う
点
で
は
大
き
な
限
界
を
予
想
さ
せ
つ
つ
も
、
理
論
的
構
成
と
し
て
は
、
ル
ー
ポ
ル
ト
の
全
体
の
立
論
の
中
で
意
味
の
あ

る
部
分
を
占
め
、
ル
ー
ポ
ル
ト
自
身
、
ロ
ー
マ
に
お
け
る
皇
帝
戴
冠
の
効
果
と
し
て
得
ら
れ
る
こ
の
権
能
を
、
名
目
化
す
る
こ
と
に
抵
抗
を

示
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

そ
し
て
、
こ
う
し
た
複
雑
な
構
造
を
か
か
え
つ
つ
、
ル
ー
ポ
ル
ト
の
行
論
で
は
、
一
方
で
帝
国
の
歴
史
に
よ
っ
て
多
く
の
事
柄
が
説
明
さ

れ
な
が
ら
も
、
他
方
で
全
体
と
し
て
帝
国
国
制
の
法
学
的
把
握
が
す
す
め
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
ユ
ル
ゲ
ン
・
ミ
ー
ト
ケ
は
、
ル
ー
ポ

ル
ト
の
理
論
に
よ
れ
ば
、
ド
イ
ツ
の
近
代
国
家
化
へ
の
道
が
開
け
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
際
の
歴
史
で
は
そ
れ
が
現

実
の
も
の
と
な
ら
な
か
っ
た
と
評
し
て
い
る

（
（12
（

が
、
実
は
ル
ー
ポ
ル
ト
の
理
論
自
体
が
、「
普
通
の
」
近
代
国
家
へ
の
道
に
尽
き
な
い
も
の
を

含
ん
で
い
た
の
で
あ
っ

（
（12
（

た
。

　

ル
ー
ポ
ル
ト
の
帝
国
論
は
、
写
本
伝
承
が
示
す
よ
う
に
、
一
四
、一
五
世
紀
の
間
参
照
さ
れ
続
け

（
（12
（

た
。
公
会
議
主
義
時
代
の
ザ
バ
レ
ラ

Zabarella

や
ヨ
ブ
・
フ
ェ
ー
ナ
ー Job V

erner

な
ど
に
よ
っ
て
引
用
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
更
に
、
一
五
〇
〇
年
前
後
の
西
南

ド
イ
ツ
の
人
文
主
義
者
た
ち
も
ル
ー
ポ
ル
ト
の
議
論
を
取
り
入
れ
て
い

（
（12
（

る
。
ヤ
ー
コ
プ
・
ヴ
ィ
ム
プ
フ
ェ
リ
ン
グJakob W

im
pheling

に

よ
る
最
初
の
印
刷
本
刊
行
は
、
こ
の
関
連
に
属
す
る
。
一
七
世
紀
に
も
、
ア
ル
ト
ゥ
ジ
ウ
スA

lthusius

や
ラ
イ
ン
キ
ン
クReinkingk

が
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ル
ー
ポ
ル
ト
を
参
照
し
て
い
る
。
中
世
の
皇
帝
権
と
帝
国
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
解
釈
や
論
争
の
焦
点
と
な
る
思
考
形
象
と
し
て
の
性
質
を
強
く

帯
び
て
い
た
と
す
れ

（
（12
（

ば
、
ル
ー
ポ
ル
ト
の
著
作
は
そ
れ
を
結
晶
化
さ
せ
た
重
要
な
一
例
で
あ
り
、
更
に
そ
れ
を
近
世
に
伝
え
る
媒
体
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。

（
１
）H

einrich A
ugust W

in
k
ler, D

er lange W
eg nach W

esten, Bd.1, D
eutsche Geschichte vom

 Ende des A
lten Reiches bis 

zum
 U

ntergang der W
eim

arer Republik, M
ünchen 2000, S.5, H

.A
.

ヴ
ィ
ン
ク
ラ
ー
（
後
藤
俊
明
他
訳
）『
自
由
と
統
一
へ
の
長
い
道

　

Ⅰ　

ド
イ
ツ
近
現
代
史
一
七
八
九－

一
九
三
三
年
』（
二
〇
〇
八
年　

昭
和
堂
）
一
頁
。

（
２
）
拙
稿
「
ペ
ー
タ
ー
・
フ
ォ
ン
・
ア
ン
ド
ラ
ウ
の
帝
国
論
─
─
一
五
世
紀
中
葉
の
帝
国
と
ド
イ
ツ
人
─
─
」『
北
大
法
学
論
集
』
六
二
巻
三
号
（
二

〇
一
一
年
）
一－

四
七
頁
。

（
３
）
ル
ー
ポ
ル
ト
を
主
題
と
し
て
扱
っ
た
従
来
の
研
究
と
し
て
主
な
も
の
を
あ
げ
れ
ば
、H

erm
ann M

ey
er, Lupold von Bebenburg. 

Studien zu seinen Schriften, Freiburg 1909, Rolf M
o
st, D

er Reichsgedanke des Lupold von Bebenburg, in: D
eutsches 

A
rchiv für E

rforschung des M
ittelalters 4 (1941), S.444-485, E

rik W
o
lf, Lupold von B

ebenburg, in: D
e
r
s., G

rosse 
Rechtsdenker der deutschen Geistesgeschichte, 4.A

ufl., T
übingen 1963, S.30-58, Sabine K

rü
ger, U

ntersuchungen zum
 sog. 

“Liber privilegiorum
” des Lupold von Bebenburg, in: D

eutsches A
rchiv für Erforschung des M

ittelalters 10 (1953/54), 
S.96-131, D

ies., Lupold von Bebenburg, in: Fränkische Lebensbilder 4 (1971), S.49-86, H
anns G

ro
ss, Lupold of Bebenburg. 

N
ational M

onarchy and Representative Governm
ent in Germ

any, in: Il pensiero politico 7 (1974), S.3-14, Gerhard B
a
risch, 

Lupold von Bebenburg. Zum
 V

erhältnis von politischer Praxis, politischer T
heorie und angew

andter Politik, in: Bericht 
des H

istorischen V
ereins Bam

berg 113 (1977), S.219-432, Jürgen M
iet
h
k
e und Christoph F

lü
eler, Politische Schriften des 

Lupold von Bebenburg (M
onum

enta Germ
aniae H

istorica, Staatsschriften des späteren M
ittelalters, Bd.4), H

annover 2004, 
J. M

iet
h
k
e, Lupold of Bebenburg. A

 Canonistic T
heory of State in the Fourteenth Century, in: U

ta-Renate B
lu
m
en
t
h
a
l et 

al. (ed.), Proceedings of the T
w

elfth International Congress of M
edieval Canon Law

, W
ashington D

.C., 1-7 A
ugust 2004, 
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Città del V
aticano 2008, S.879-895, 

邦
語
文
献
と
し
て
、
池
谷
文
夫
『
ド
イ
ツ
中
世
の
政
治
と
政
治
思
想
』（
二
〇
〇
〇
年　

刀
水
書
房
）

三
二
五－

三
八
五
頁
。

（
４
）H

erm
ann M

ey
er, a.a.O

（
注
３
）, S.235. 

（
５
）Edm

und E.S
t
en
gel, A

vignon und Rhens. Forschungen zur Geschichte des K
am

pfes um
 das Recht am

 Reich in der 
ersten H

älfte des 14. Jahrhunderts, W
eim

ar 1930, S.220f. 

他
に
、
オ
ッ
カ
ム
ら
の
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
会
士
な
ど
と
の
対
比
で
、
ル
ー

ポ
ル
ト
の
議
論
の
ド
イ
ツ
的
性
格
を
指
摘
す
る
も
の
と
し
て
、Richard S

ch
o
lz, Politische und w

eltanschauliche K
äm

pfe um
 den 

Reichsgedanken am
 H

ofe Ludw
igs des Bayern, in: Zeitschrift für deutsche Geistesw

issenschaft 1 (1938), S.298-316, S.311ff.

（
６
）
池
谷
、
前
掲
書
（
注
３
）。

（
７
）J.M

iet
h
k
e, a.a.O

. 

他
に
、H

elfried M
ü
n
k
ler, H

ans G
rü
n
berger, K

athrin M
a
y
er, N

ationenbildung. D
ie N

ationalisierung Europas 
im

 D
iskurs hum

anistischer Intellectueller. Italien und D
eutschland, Berlin 1998, S.182.

（
８
）J.M

iet
h
k
e u. Ch.F

lü
eler, a.a.O

（
注
３
）.（
以
下
の
注
で
はM

F

と
略
す
。）
こ
の
刊
本
に
も
と
づ
くT

ractatus

の
ド
イ
ツ
語
対
訳
版

と
し
て
、Jürgen M

iet
h
k
e (hg.), A

lexander S
a
u
t
er (übers.), Lupold von Bebenburg, D

e iuribus regni et im
perii, Ü

ber die 
Rechte von K

aiser und Reich (Bibliothek des deutschen Staatsdenkers, Bd.14), M
ünchen 2005.

（
９
）
以
下
の
ル
ー
ポ
ル
ト
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、Erik W

o
lf, a.a.O

.

（
注
３
）, S.40f., S.K

rü
ger, Lupold

（
注
３
）,  G. B

a
risch, a.a.O

.

（
注
３
）, 

S.228-248, M
F, S.1-61, J. M

iet
h
k
e, Lupold

（
注
３
）, S.883f., 

池
谷
、
前
掲
書
（
注
３
）、
三
三
二－

三
三
六
頁
。

（
10
）T

ractatus

と
そ
の
写
本
に
関
し
て
は
、M

F, S.97-122, 149-205

。

（
11
）
こ
の
注
目
す
べ
き
人
物
に
つ
い
て
の
シ
ュ
テ
ン
ゲ
ル
以
後
の
研
究
に
関
し
て
は
、
さ
し
あ
た
り
、Franz-Josef H

ey
en (hg.), Balduin von 

Luxem
burg. Erzbischof von T

rier －
 K

urfürst des Reiches 1285-1354, M
ainz 1985 

所
収
の
諸
論
文
を
参
照
。

（
12
）
中
世
後
期
の
政
治
理
論
的
著
作
に
つ
い
て
、現
在
ま
で
伝
わ
る
写
本
の
数
は
、い
く
つ
か
の
例
外
を
除
け
ば
、そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
い
。例
え
ば
、

パ
ド
ゥ
ア
の
マ
ル
シ
リ
ウ
ス
のD

efensor pacis

は
、
三
二
の
写
本
が
残
っ
て
お
り
、
オ
ッ
カ
ム
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
のD

ialogus

の
第
一
部
は
、

三
一
の
写
本
が
知
ら
れ
る
。J.M

iet
h
k
e, D

as Publikum
 politischer T

heorie im
 14. Jahrhundert. Zur Einführung, in: D

ers., D
as 

Publikum
 politischer T

heorie im
 14. Jahrhundert, (Schriften des H

istorischen K
ollegs, K

olloquien 21), M
ünchen 1992, S.1-23, 

S.6ff.
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（
13
）Libellus

に
つ
い
て
は
、M

F, S.122-135, 205-229, Ritm
aticum

に
つ
い
て
は
、M

F, S.135-148, 229-231

。
そ
の
他
、
ヴ
ュ
ル
ツ
ブ
ル

ク
司
教
座
に
お
け
る
特
権
状
集
成
お
よ
び
歴
史
叙
述
へ
の
ル
ー
ポ
ル
ト
の
関
与
に
つ
い
て
は
、S.K

rü
ger, U

ntersuchungen

（
注
３
）を
参
照
。

（
14
）M

F, S.103.

（
15
）M

F, S.184ff.

（
16
）
本
文
後
述
の
歴
史
作
品
も
含
め
た
、
参
照
・
出
典
箇
所
に
つ
い
て
は
、M

F, S.535-554

の
索
引
を
参
照
。
教
会
法
源
・
ロ
ー
マ
法
源
へ
の
標

準
注
釈
の
他
、
教
会
法
学
者
と
し
て
は
、
グ
イ
ド
・
デ
・
バ
イ
シ
オGuido de Baysio 

、
ホ
ス
テ
ィ
エ
ン
シ
スH

ostiensis

、
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ

ウ
ス
四
世
、
ヨ
ハ
ネ
ス
・
ア
ン
ド
レ
ア
エJohannes A

ndreae

な
ど
が
多
く
現
れ
て
い
る
。

（
17
）Franz-Josef S

ch
m
a
le, A

rt:Frutolf, in: Lexikon des M
ittelalters, Bd.4, 1987-89, Sp.1002, D

ers., A
rt.Ekkehard von A

ula, in: 
Lexikon des M

ittelalters, Bd.3, 1984-86, Sp.1765f. 

テ
ク
ス
ト
は
、M

onim
enta Germ

aniae H
istorica, Scriptores t.6, H

annover 
1844, S.33-231.

（
18
）F.-J.S

ch
m
a
le, A

rt.A
rnold, A

bt von Berge und N
ienburg, in: Lexikon des M

ittelalters, Bd.1, 1977-1980, Sp.1005. 

最
近
出
版

さ
れ
た
刊
本
と
し
て
、K

laus N
a
ss (hg.), D

ie Reichschronik des A
nnalista Saxo, (M

onim
enta Germ

aniae H
istorica, Scriptores 

t.37), H
annover 2006

、
ま
たD
ers., D

ie Reichschronik des A
nnalista Saxo und die sächsische Geschichtsschreibung im

 12. 
Jahrhundert, (M

onum
enta Germ

aniae H
istorica, Schriften, Bd.41), H

annover 1996 

も
参
照
。

（
19
）M

F, S.124, A
nm

.439.

（
20
）Gerhard B

a
a
k
en, A

rt.Gottfried von V
iterbo, in: Lexikon des M

ittelatlers, Bd.4, 1987-89, Sp.1607f. 

テ
ク
ス
ト
はM

onim
enta 

Germ
aniae H

istorica, Scriptores t.22, H
annover 1872, S.107-307.

（
21
）
例
え
ば
、R.M
o
st, a.a.O

.

（
注
３
）, S.458, G.B

a
risch, a.a.O

.
（
注
３
）, S.302, 310, 

池
谷
、
前
掲
書
（
注
３
）、
三
五
一
頁
。
ミ
ー
ト
ケ
の

見
解
と
し
て
、M

F, S.105, 112f., 115, J.M
iet
h
k
e, Lupold

（
注
３
）, S.885ff.

。

（
22
）
以
下
の
教
皇
権
側
の
主
張
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
りM

F, S.61-97, J.M
iet
h
le, Lupold

（
注
３
）, S.879-881

。
教
皇
権
優
位
理
論
の
代

表
的
な
論
者
で
あ
っ
た
エ
ギ
デ
ィ
ウ
ス
・
ロ
マ
ー
ヌ
ス
と
ヴ
ィ
テ
ル
ボ
の
ヤ
コ
ブ
の
理
論
に
つ
い
て
は
、Jürgen M

iet
h
k
e, D

e potestate 
papae. D

ie päpstliche A
m

tskom
petenz im

 W
iderstreit der politischen T

heorie von T
hom

as von A
quin bis W

ilhelm
 

von O
ckham

, T
übingen 2000, S.94-108, H

elm
ut G

. W
a
lt
h
e
r, A

egidius R
om

anus und Jakob von V
iterbo－

oder: w
as 
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verm
ag A

ristoteles, w
as A

ugustinus nicht kann ?, in: M
artin K

a
u
fh
o
ld (hg.), Politische Reflexion in der W

elt des späten 
M

ittelalters / Political T
hought in the A

ge of Scholasticism
. Essays in H

onour of Jürgen M
iet
h
k
e, Leiden/Boston 2004, 

S.151-169. 

エ
ギ
デ
ィ
ウ
ス
に
関
す
る
最
近
の
モ
ノ
グ
ラ
フ
と
し
て
、Elm

ar K
rü
ger, D

er T
raktat »D

e ecclesiastica potestate«. Eine 
spätm

ittelalterliche H
errschaftskonzeption des päpstlichen U

niversalism
us, K

öln u.a. 2007. 

教
皇
の
帝
国
代
理
権
に
関
す
る

理
論
と
実
践
に
つ
い
て
は
、Friedrich B

a
et
h
gen, D

er A
nspruch des Papsttum

s auf das Reichsvikariat. U
ntersuchungen zur 

T
heorie und Praxis der potestas indirecta in tem

poralibus, in: D
ers., M

ediaevalia, Bd.1 (M
GH

 Schriften Bd. 17), Stuttgart 
1960 (zuerst 1920), S.110-185 

を
参
照
。

（
23
）M

F, S.293, “Preterea satis patet ex cronicis predictis, quod Germ
ania post divisionem

 regni et im
perii Francorum

, ..., 
fuit regnum

 per se, sicut regnum
 Gallie occidentalis, quod hodie regnum

 Francie nuncupatur, est regnum
 per se.” 

ま
た
、

M
F, S.251-253

も
参
照
。

（
24
）M

F, S.315, “Item
 non procedit id ex eo, quod rex Rom

anorum
 non habet superiorem

 in tem
poralibus. Com

m
uniter enim

 
quasi om

nes reges occidentales non recognoscunt aliquem
 superiorem

 in tem
poralibus, quos tam

en a papa nom
inacionem

 
vel approbacionem

 aliquam
 recipere non videm

us.”

（
25
）M

F, S.320, “N
am

 secundum
 hoc m

anifeste pateret, quod rex vel im
perator nequaquam

 de regno et im
perio ipsius 

ecclesie vasallus existeret, sed ipsum
 im

m
ediate a deo haberet. Et hec opinio ex hoc m

axim
e videtur habere veritatem

, 
quod reges alii christianitatis, qui tam

en hodie ut plurim
um

 non recognoscunt im
peratorem

 Rom
anorum

 nec aliquem
 

alium
 superiorem

 in tem
poralibus, nec ab ecclesia Rom

ana nec ab aliis ecclesiis recipiunt et tenent in feudum
 m

erum
 et 

m
ixtum

 im
perium

 et alia regalia, ... in suis regnis, ...”. 

（
26
）M

F, S.324ff.

（
27
）M

F, S.359ff.

（
28
）M

F, S.363, “Et sic retentis dictis exposicionibus non probatur ex illo canone, quod papa et ecclesia Rom
ana habeat 

m
aiorem

 potestatem
 quoad tem

poralia in regno Francorum
 quam

 in alio quocum
que regno, unde non obstat.” 

ル
ー
ポ
ル
ト

は
ま
た
、
な
に
ゆ
え
フ
ラ
ン
ク
人
た
ち
は
、
ヒ
ル
デ
リ
ッ
ヒ
を
廃
位
で
き
た
の
か
、
王
は
人
民
よ
り
大
な
る
も
の
で
あ
る
は
ず
な
の
に
、
ま
た
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東
の
皇
帝
に
よ
る
許
可
も
な
か
っ
た
の
に
、
と
い
う
問
題
に
関
し
て
、
ロ
ー
マ
人
民
は
皇
帝
よ
り
大
で
あ
る
と
い
う
ロ
ー
マ
法
学
者
の
議
論
を

援
用
し
、
か
つ
緊
急
の
必
要
に
よ
っ
て
皇
帝
の
許
可
の
不
存
在
を
ク
リ
ア
し
よ
う
と
す
る
。M

F, S.400ff.
（
29
）
選
挙
侯
に
よ
る
国
王
選
挙
権
の
独
占
が
な
ぜ
生
じ
た
の
か
は
、
中
世
ド
イ
ツ
史
の
難
問
の
一
つ
で
あ
り
、
長
年
に
わ
た
る
諸
研
究
と
多
く

の
提
案
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
学
界
を
納
得
さ
せ
る
説
明
は
、
な
お
見
出
さ
れ
て
い
な
い
。
研
究
史
に
つ
い
て
は
、K

arl-Friedrich K
rieger, 

K
önig, Reich und Reichsreform

 im
 Spätm

ittelalter, (Enzyklopädie deutscher Geschichte, Bd.14), M
ünchen 1992, S.64-71 

を

参
照
。
ま
た
、
議
論
状
況
の
整
理
と
し
て
、U

lf D
irlm

eier u.a., Europa im
 Spätm

ittelalter 1215-1378 (O
ldenbourg Grundriss der 

Geschichte, Bd.8), M
ünchen 2003, S.223f. 

も
参
照
。
ド
イ
ツ
学
界
で
の
近
時
の
議
論
に
つ
い
て
は
、A

rm
in W

o
lf (hg.), K

önigliche 
T

ochterstäm
m

e, K
önigsw

ähler und K
urfürsten, Frankfurt a.M

. 2002, Franz-Reiner E
rk
en
s, K

urfürsten und K
önigsw

ahl. 
Zu neuen T

heorien über den K
önigsw

ahlparagraphen im
 Sachsenspiegel und die Entstehung des K

urfürstenkollegium
s, 

H
annover 2002, T

hom
as E

rt
l, A

lte T
hesen und neue T

heorien zur Entstehung des K
urfürstenkollegium

s, in: Zeitschrift 
für historische Forschung 30 (2003), S.619-642

を
参
照
。
世
俗
選
挙
侯
を
オ
ッ
ト
ー
ネ
ン
の
女
系
親
族
の
末
裔
と
し
て
説
明
し
、
七

人
の
選
挙
侯
に
よ
る
選
挙
権
独
占
の
成
立
を
一
二
九
八
年
ま
で
引
き
下
げ
る
ア
ル
ミ
ン
・
ヴ
ォ
ル
フ
の
学
説
は
、
エ
ル
ケ
ン
ス
ら
に
よ
っ

て
正
当
に
も
批
判
さ
れ
て
い
る
。A

lexander B
egert, D

as K
urkolleg als Schiedsgrem

ium
, in: Zeitschirift für bayerische 

Landesgeschichte 66 (2003), S.399-434 
お
よ
びD

ers., D
ie Entstehung und Entw

icklung des K
urkollegs. V

on den A
nfängen 

bis zum
 frühen 15. Jahrhundert, Berlin 2010 

で
提
唱
さ
れ
た
見
解
（
選
挙
侯
に
よ
る
選
挙
権
行
使
を
仲
裁
判
決
と
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
で
と

ら
え
つ
つ
、
一
一
九
八
年
の
二
重
選
挙
の
際
に
、
ヴ
ェ
ル
フ
派
の
ケ
ル
ン
大
司
教
な
ど
か
ら
、
聖
界
諸
侯
二
、
世
俗
諸
侯
二
で
構
成
さ
れ
る
選

挙
者
団
と
い
う
構
想
が
発
信
さ
れ
、
一
二
五
六
年
の
国
王
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
フ
ォ
ン
・
ホ
ラ
ン
ト
の
い
わ
ゆ
るN

achw
ahl

の
際
に
、
そ
れ
に

聖
界
諸
侯
一
、
世
俗
諸
侯
一
が
加
え
ら
れ
た
と
す
る
）
に
対
し
て
は
、Franz-Reiner E

rk
en
s, A

nm
erkungen zu einer neuen T

heorie 
über die Entstehung des K

urfürstenkollegs, in: M
itteilungen des Instituts für österreichische Geschichtsforschung 119 

(2011), S.376-381 

の
正
当
な
批
判
が
あ
る
。

（
30
）M

F, S.258, ”T
em

pore vero huius O
ttonis tercij, qui filiis caruit, fuit institutum

, quod per certos principes Germ
anie, 

scilicet per offi
ciatos im

perii seu curie im
perialis eligeretur im

perator, ut patet in cronica M
artini, ... . 

イ
タ
リ
ッ
ク
の
部
分
は
、

マ
ル
テ
ィ
ン
・
フ
ォ
ン
・
ト
ロ
ッ
パ
ウ
に
よ
る
。
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（
31
）
中
世
後
期
の
叙
述
史
料
に
見
ら
れ
る
選
挙
侯
伝
説
に
つ
い
て
は
、M

ax B
u
ch
n
er, D

ie Entstehung und A
usbildung der K

urfürstenfabel. 
Eine historiographische Studie, in: H

istorisches Jahrbuch 33 (1912), S.54-100, 255-322 

を
参
照
。
特
に
、
ル
ー
ポ
ル
ト
に
よ
る
選

挙
候
起
源
論
に
つ
い
て
は
、Ebenda, S.278-284

を
参
照
。

（
32
）M

F, S.256, “...H
einricus prim

us de nacione Saxonum
 cepit libera potestate regnare in Germ

ania, non tam
en ex electione 

principum
 electorum

, qui sunt hodie, quia nondum
 adhuc fuerant instituti huiusm

odi electores, sed a cunctis principibus 
et natu m

aioribus Francorum
, A

lam
annorum

, Babarorum
 et Saxonum

 anno dom
ini D

CCCC X
IX

 fuit electus in regem
.”. 

ア
ナ
リ
ス
タ
・
サ
ク
ソ
の
叙
述
に
も
と
づ
く
（
イ
タ
リ
ッ
ク
の
部
分
）。

（
33
）M

F, S.288, “... principes et natu m
aiores Francorum

, A
lam

annorum
, Babarorum

 et Saxonum
, qui representabant totum

 
populum

 Germ
anie, elegerunt H

einricum
 prim

um
 ducem

 Saxonie in regem
 Germ

anie ac Francorum
, ... Q

uod facere 
poterant de iure gencium

, ...”. 
イ
タ
リ
ッ
ク
部
分
は
、
や
は
り
ア
ナ
リ
ス
タ
・
サ
ク
ソ
に
よ
る
。

（
34
）M

F, S.289, “...et principes electores racione iam
 dicte institucionis habent eligere regem

 seu im
peratorem

 representantes 
in hoc om

nes principes et populum
 Germ

anie, Y
talie et aliarum

 provinciarum
 et terrarum

 regni et im
perii, quasi vice 

om
nium

 eligendo, ...”. 

こ
の
点
の
解
釈
に
つ
い
て
、
西
方
世
界
全
体
の
代
表
と
す
る
見
解
（H

.M
ey
er, a.a.O

.

（
注
３
）, S.162f. 

な
ど
）
と

regnum
 et im

perium

の
代
表
と
す
る
見
解
（R.M

o
st, a.a.O

.

（
注
３
）, S.455f. 

な
ど
）
と
の
対
立
が
あ
っ
た
が
、
後
者
が
妥
当
で
あ
る
。

G.B
a
risch, a.a.O

.

（
注
３
）, S.283f., 289f.

（
35
）M

F, S.350, “...et isto m
odo non pervenit ad eos ab ecclesia hec potestat eligendi, sed pocius ab O

ttone im
peratore tercio 

de consensu principum
 et populi regno et im

perio subiectorum
 expresso vel saltem

 tacito.“

（
36
）M

F, S.377ff. “Q
uare concluditur ex prem

issis, quod in preactis subm
issionibus vel recognicionibus adeo preiudicialibus 

concessus principum
 electorum

 et eciam
 aliorum

 principum
 ac populi regni et im

perii sit requirendus, et sic ex 
consequenti eorum

 in hiis erit contradictio adm
ittenda.” (S.381).

（
37
）M

F, S.298f. “Credo enim
, quod ad eos pertineat talis electio tam

quam
 ad collegium

 seu ad universitatem
 ...” (S.299).

（
38
）G.B

a
risch, a.a.O

.

（
注
３
）, S.289ff.

（
39
）H

e
n
r
ic
i d
e S

e
g
u
sio cardinalis H

o
st
ie
n
sis, In prim

um
 [secundum

, tertium
, quartum

, quintum
] decretalium

 librum
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com
m

entaria, 2 Bde., V
enedig 1581 (N

D
 T

orino 1965), Bd.1, S.59A
ff.

（
40
）
以
下
、
ロ
ー
マ
法
源
の
テ
ク
ス
ト
は
、Corpus iuris civilis. V

olum
en prim

um
: Institutiones. D

igesta. V
olum

en secundum
: Codex 

Iustinianus. V
olum

en tertium
: N

ovellae, (Paul K
rü
ger, T

heodor M
o
mm

sen, Rudolf S

ch
ö
ll, W

ilhelm
 K
ro
ll ed.), N

D
 Berlin 

1954
を
参
照
。

（
41
）M

F
, S.299, “Si institucio principum

 electorum
 non esset facta, om

nes principes et alii representantes populum
 

subiectum
 Rom

ano regno et im
perio eo vacante haberent eligere regem

 et im
peratorem

 de iure gencium
, .... Ex quo ergo 

certi principes sunt instituti ad eligendum
 regem

 et im
peratorem

, ipsi censentur eligere vice et auctoritate universitatis 
principum

 et populi predictorum
, ac proinde habenda est eorum

 electio, ac si tota universitas principum
 et populi 

huiusm
odi eam

 fecissent, ...”.

（
42
）
以
下
、
教
会
法
源
の
テ
ク
ス
ト
は
、Corpus iuris canonici. Pars prior: D

ecretum
 m

agistri Gratiani. Pars Secunda: D
ecretalium

 
collectiones. (Em

il F
riedb

erg ed.), N
D

 Graz 1959

を
参
照
。

（
43
）
ル
ー
ポ
ル
ト
が
ヴ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
ク
お
よ
び
マ
イ
ン
ツ
の
（
大
）
司
教
座
聖
堂
参
事
会
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
教
皇
の
介
入
に
対
し
て
参
事
会

の
司
教
選
挙
権
を
擁
護
す
る
立
場
を
と
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、G.B

a
risch, a.a.O

.

（
注
３
）, S.237, S.K

rü
ger, Lupold

（
注
３
）, S.77.

（
44
）M

F, S.298f., A
nm

.291.

（
45
）M

F, S.299, “N
on poterit igitur dici, quod electio talis pertineat ad eos ut ad singulares, sed pocius ut ad collegium

 
sive ut ad universitatem

 om
nium

 principum
 et populi antedicti, et hoc eciam

 interpretatur consuetudo verum
 esse. 

N
am

 ipsi vacante regno et im
perio iuxta consuetudinem

 antiquam
 et hactenus circa hoc observatam

 conveniunt in villa 
Renis T

reverensis dyoc (esis), ubi m
ore aliorum

 collegiorum
 vel universitatum

 statuitur term
inus ad electionem

 regis 
Rom

anorum
 in oppido Frankenfurt per eos com

m
uniter faciendam

“.

（
46
）M

F, S.299f., ”H
oc prem

isso huius articuli veritas sic probatur: In om
ni universitate id, quod fit a m

aiori parte illorum
 de 

univerisitate, valet et proinde habendum
 est, ac si factum

 esset per om
nes de universitate ... Sed in casu nostro quando 

principes electores eligunt regem
 seu im

peratorem
 Rom

anorum
, talis electio censetur esse facta per universitatem

 
om

nium
 principum

 et populi subiecti regno et im
perio, ut iam

 dictum
 est. Ergo electio, que fit a m

aiori parte ipsorum
, 
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valet et proinde habenda est, ac si facta esset per om
nes eos concorditer.”

（
47
）M

F, S.345f.
（
48
）
こ
の
間
の
政
治
史
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
、
池
谷
、
前
掲
書
（
注
３
）、
二
〇
二－

二
四
二
頁
を
参
照
。

（
49
）M

F, S.113f.

（
50
）
レ
ン
ス
事
件
で
画
期
的
で
あ
っ
た
の
は
、
法
判
告
自
体
で
は
な
く
、
そ
も
そ
も
国
王
選
挙
時
以
外
に
は
じ
め
て
選
挙
候
た
ち
の
同
盟
が
結

成
さ
れ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。Ernst S

ch
u
bert, D

ie Stellung der K
urfürsten in der spätm

ittelalterlichen Reichsverfassung, in: 
Jahrbuch für w

estdeutsche Landesgeschichte 1 (1975), S.97-128, S.111ff. 

（
51
）M

F, S.248, “N
am

 ipse ... Saxoniam
, Frisiam

, Britaniam
, W

asconiam
, ..., bello licito subiugavit, ut in dictis cronicis ac 

eciam
 in gestis eiusdem

 K
aroli per m

ultos hystoriographos scriptis plenius continetur.”

（
52
）
ル
ー
ポ
ル
ト
の
全
体
の
立
論
に
お
け
る
歴
史
的
論
拠
の
重
要
性
も
、
こ
れ
ま
で
た
び
た
び
指
摘
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。H

.M
ey
er, 

a.a.O
.

（
注
３
）, S.237, E.W

o
lf, a.a.O

.

（
注
３
）, S.41ff., G.B

a
risch, a.a.O

.

（
注
３
）, S.273f. 

ま
た
、
ル
ー
ポ
ル
ト
は
本
文
後
出
の
よ
う
に
、

最
終
的
な
結
論
を
出
す
こ
と
を
保
留
す
る
こ
と
が
あ
る
が
、そ
の
多
く
は
、歴
史
的
状
況
の
復
元
が
不
確
実
に
と
ど
ま
る
よ
う
な
場
合
で
あ
っ
た
。

M
F, S.112.

（
53
）M

F, S.235, “... post tem
pus translacionis ipsius im

perii de Grecis im
peratoribus ad reges Francorum

 et ad Germ
anos 

in personam
 K

aroli m
agni facte, ...”. 

な
お
、
帝
権
移
転
論
に
つ
い
て
は
、W

erner G
o
ez, T

ranslatio im
perii. Ein Beitrag zur 

Geschichte des Geschichtsdenkens und der politischen T
heorien im

 M
ittelalter und in der frühen N

euzeit, T
übingen 1958

が
基
本
的
で
あ
る
。

（
54
）M

F, S.242ff.

（
55
）M

F, S.245, “..., et hii, qui T
heutonicis com

m
ixti sunt, proprio vocabulo Franci, qui vero per connubia a G

allis sunt 
progeniti, Francigene sunt appellati.” 

ゴ
ッ
ト
フ
リ
ー
ト
・
フ
ォ
ン
・
ヴ
ィ
テ
ル
ボ
と
フ
ル
ト
ル
フ
＝
エ
ッ
ケ
ハ
ル
ト
に
よ
る
。

（
56
）M

F, S.246, “... et ex tunc G
erm

ani Franci vocabantur, ...”. 

イ
タ
リ
ッ
ク
の
部
分
は
フ
ル
ト
ル
フ
＝
エ
ッ
ケ
ハ
ル
ト
の
年
代
記
に
も
と

づ
く
。

（
57
）M

F, S.260, “A
d hanc dubitacionem

 solvendam
 dico, quod veritas est im

perium
 fuisse translatum

 in personam
 K

aroli 
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m
agni ad reges Francorum

, ..., et nichilom
inus in personam

 eiusdem
 K

aroli translatum
 fuit im

perium
 in Germ

anos, ...”.
（
58
）M

F, S.260f., “Prim
a via ad id probandum

 sum
itur considerata persona ipsius K

aroli m
agni. Fuit enim

 ipse Francus 
Germ

anicus, ...”.

（
59
）M

F, S.266, “Secunda vero via ad probandum
 prem

issa sum
itur considerato inicio et origine regni Francorum

. ... inicium
 

et origo illius regni fuit in Germ
ania,...”.

（
60
）M

F, S.266f., “... quia Y
talia et im

perium
 post divisionem

 antedictam
 regni Francorum

 finaliter rem
ansit apud reges 

Germ
anie et non apud reges Gallie, ..., ipsum

 im
perium

 in Germ
anos et non in Gallicos vel in aliarum

 nacionum
 de regno 

Francorum
 hom

ines in personam
 K

aroli m
agni dicitur fuisse translatum

.”

（
61
）M

F, S.262, C.11, q.1, c.37. 

こ
の
他
、X

.4.1.1.

も
フ
ラ
ン
ク
人
と
ガ
リ
ア
人
を
区
別
す
る
論
拠
と
し
て
引
か
れ
て
い
る
。

（
62
）M

F, S.263, “Soli igitur Germ
ani et illi dum

taxat, qui A
lam

anni (id est Sw
evi, Babari, Saxones, T

huringi vel Frisones

） 
non sunt, Franci proprie appellantur, ...”.

（
63
）M

F, S.263, “... puta illi Germ
ani, qui circa partes Reni et in quibusdam

 aliis terris Reno adiacentibus com
m

orantur, 
quarum

 una Franconia, cuius m
etropolis est H

erbipolis, a quodam
 duce Francone, ..., nom

inari consuevit. ”. 

フ
ラ
ン
ケ
ン
と

い
う
地
名
の
由
来
の
部
分
は
ゴ
ッ
ト
フ
リ
ー
ト
・
フ
ォ
ン
・
ヴ
ィ
テ
ル
ボ
に
よ
る
。

（
64
）M

F
, S.263, “E

t ad hos F
rancos G

erm
anicos in personam

 K
aroli m

agni, qui de eadem
 F

rancia G
erm

anica traxit 
originem

, ..., im
perium

 noscitur fuisse translatum
.”

（
65
）M

F, S.263, “... patet precipua nobilitas Francorum
 Germ

anie pre ceteris occidentis nacionibus post Rom
anos, quibus 

eciam
 parificari poterant, ...”.

（
66
）M

F, S.264, “Preterea eciam
 Franci Germ

anici ob invariabilis fidelitatis constanciam
, quam

 erga reges Francorum
 ab 

exordio ipsius regni usque ad tem
pus divisionis eiusdem

 per nepotes K
aroli m

agni facte ac deinde ad reges Germ
anorum

 
seu eciam

 Rom
anorum

 usque ad presens tem
pus servare studuerunt sem

per illesam
, possunt non im

m
erito com

m
endari.” 

前
述
の
「
オ
ッ
カ
ム
後
補
」
に
属
す
る
部
分
で
あ
る
。

（
67
）M

F, S.264f., “H
anc brevem

 digressionem
 non tam

 ad com
m

endacionem
 Francorum

 quam
 ob detestandam

 in hoc 
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ignoranciam
 m

ultorum
 nobilium

 de partibus Reni facere volui, qui sue originalis condicionis ignari se pocius nom
inari 

Renenses quam
 Francos inaniter gloriantur, cum

 tam
en ipsorum

 non a Reno fluvio, sed a Francis T
royanis origine, ..., sit 

nobilitas derivata.”

（
68
）M

F, S.265, “,... nichilom
inus tam

en hodierna die potest dici im
perium

 non solum
 fuisse Francorum

, ..., sed eciam
 potest 

dici adhuc esse Francorum
 duplici respectu: uno m

odo, quia est Germ
anorum

, quorum
 patria, scilicet Germ

ania, fuit 
principalior pars regni Francorum

, quia in ea fuit origo et inicium
 ipsius regni, ...”.

（
69
）M

F, S.265f., “Item
 alio m

odo potest dici im
perium

 adhuc esse Francorum
, quia eciam

 inter naciones Germ
anorum

, 
que sunt superius in predicta lege K

aroli nom
inate, im

perium
 principalius est Francorum

 quam
 aliorum

 Germ
anorum

. 
Sunt enim

 quatuor principes electores im
perii in hac F

rancia, scilicet M
aguntinensis, T

reverensis et C
oloniensis 

archiepiscopi, item
 com

es Palatinus Reni. Q
ui quatuor principes vacante regno et im

perio tam
quam

 m
aior pars num

ero 
electorum

 possent regem
 creare in concordia eligendo vocatis tam

en aliis eorum
 conprincipibus et coelectoribus iuxta 

consuetudinem
 in hoc hactenus observatam

, ...”.

（
70
）
さ
し
あ
た
り
、E.S

ch
u
bert. a.a.O

. 

（
注
50
）
を
参
照
。

（
71
）
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
の
帝
国
論
に
つ
い
て
は
、
西
川
洋
一
「A

lexander von Roes

と
一
三
世
紀
後
半
の
ラ
イ
ヒ
意
識
」『
法
学
雑
誌
』
四
一

巻
四
号
（
一
九
九
五
年
）、
二
五
七－

二
九
〇
頁
、
池
谷
、
前
掲
書
（
注
３
）、
四
四－

五
七
頁
、
佐
々
木
博
光
「
出
自
神
話
で
み
る
ド
イ
ツ
史
」『
人

文
學
報
』
七
一
号
（
一
九
九
二
年
）
九
七－

一
三
三
頁
、
一
〇
一
頁
以
下
を
参
照
。

（
72
）M

F, S.235, “Cum
 inter om

nes principes ecclesiasticos et seculares Germ
anie ac eciam

 Gallie Belgice, cuius prim
as estis, ... 

et sic eciam
 patriarcha, ..., vos sacri Rom

ani regni et im
perii precipuum

 experiencia docente cognoverim
 zelatorem

, ...”. 

た

だ
しpatriarcha

と
す
る
部
分
は
後
補
。

（
73
）M

F, S.296, “Id autem
, quod dixi de am

m
inistracione regni et im

perii in Germ
ania, idem

 dico de am
m

inistracione regni 
et im

perii in Gallia Belgica seu regno quondam
 Lotharii sito inter M

osam
 et Renum

 fluvios, ...”.

（
74
）M

F, S.332ff., 

特
にS.334ff.

（
75
）M

F, S.334f, “Q
uod autem

 bis ungitur et coronatur ante unctionem
 et coronacionem

 im
perialem

, ut est dictum
, hoc 
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puto propter duo regna principalia, que habet, fore introductum
. Prim

um
 est regnum

 Germ
anie, cui accessit regnum

 
Lothariense seu Lotharii,... E

t idem
 dico de regno A

relatensi vel regno B
urgundie, quod O

tto prim
us, ..., in suam

 
potestatem

 accepit. U
nde racione huius regni Germ

anie, cui dicta regna accesserunt, rex Rom
anorum

 prim
o ungitur et 

coronatur A
quisgrani.”

（
76
）H

ilary S.O
ffler, Em

pire and Papacy. T
he Last Struggle, in: T

ransactions of the Royal H
istorical Society, 5

th ser. 6 (1956), 
S.21-47, G. B

a
risch, a.a.O

.

（
注
３
）, S.308, M

F, S.77.

（
77
）M

F, S.248f., 272f. 

こ
れ
ら
の
戦
争
は
東
の
皇
帝
の
許
可
な
し
に
行
わ
れ
た
け
れ
ど
も
、
不
法
に
対
す
る
防
衛
と
し
て
、
正
し
い
戦
争
と
見

な
さ
れ
る
。M

F, S.404ff.

（
78
）M

F, S.254, “H
uius vero Ludow

oci tercii tem
pore defecit Y

talia a societate regni Germ
anie; cepit enim

, ut plene patet 
in cronica M

artini, dividi im
perium

 ipsius tem
pore; quidam

 enim
 tantum

 in Y
talia de facto tam

en, et quidam
 tantum

 in 
Germ

ania im
perabant seu regnabant.” 

イ
タ
リ
ッ
ク
の
部
分
は
マ
ル
テ
ィ
ン
・
フ
ォ
ン
・
ト
ロ
ッ
パ
ウ
の
年
代
記
に
よ
る
。

（
79
）M

F, S.257, “H
ic O

tto ... considerans Y
taliam

 a fidelitate regum
 Germ

anie et societate ipsius regni a tem
pore Ludow

ici 
tercii defecisse ipsam

 reduxit ad regni et regum
 Germ

anie potestatem
.”

（
80
）M

F, S.335, “Secundum
 regnum

 est regnum
 Y

talie, racione cuius in dicta villa M
odicensi, ut prem

ittitur, ungi et coronari 
consuevit. V

olebant enim
 Y

talici sicut et Germ
ani circa coronacionem

 regalem
 Y

talici regni suam
 sibi consuetudinem

 
obeservari, nec im

m
erito ...”. 

ル
ー
ポ
ル
ト
は
、
あ
る
地
方
の
人
々
が
慣
習
に
重
き
を
置
く
の
は
ま
っ
た
く
正
し
い
、
と
し
て
、D

.1.16.4.5

＝
属
州
総
督
は
、
着
任
の
際
に
、
慣
習
に
よ
っ
て
定
ま
っ
て
い
る
地
点
か
ら
、
属
州
に
入
る
べ
き
で
あ
る
、
お
よ
びD

.1.16.7

＝
属
州
総
督
は

慣
習
に
し
た
が
っ
て
、
祝
日
を
定
め
る
べ
き
で
あ
る
、
を
引
く
。

（
81
）M

F, S.335f.

（
82
）M

F, S.294f. 

付
属
物
が
主
要
物
の
性
質
に
従
う
点
に
つ
い
て
は
、V

I 5.12.D
e regulis iuris 42

と
そ
の
標
準
注
釈
が
引
か
れ
て
い
る
。

（
83
）M

F, S.291, 293ff.

（
84
）M

F, S.295, “..., quod Germ
ania seu regnum

 Germ
anie non est nec fuit accessorium

 regno Y
talie, sed pocius econtra 

regnum
 Y

talie fuit et est accessorium
 regno Germ

anie.”
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（
85
）M

F, S.295, “... tum
 propter reverenciam

 sacrosancte Rom
ane ecclesie, que om

nium
 ecclesiarum

 m
agistratum

 et 
prim

atum
 obtinet, ...”D

.21 c.3, D
.22 c.1-1, X

 1.1.2, N
ov.131

が
根
拠
法
文
と
し
て
引
か
れ
る
。

（
86
）M

F, S.295, “..., tum
 eciam

 propter honorem
 urbis Rom

ane, cuius populus olim
 tenuit m

onarchiam
 im

perii, sed postea 
transtulit ipsum

 im
perium

 in im
peratorem

, ...”. D
.1.2.2.11, Inst.1.2.6

が
根
拠
法
文
と
し
て
引
か
れ
る
。

（
87
）M

F, S.363f.

（
88
）“..., ego quoque Leo, seruus seruorum

 D
ei, episcopus, cum

 cuncto clero ac Rom
ano populo constituim

us, confirm
am

us 
et corroboram

us, et per nostram
 apostolicam

 auctoritatem
 concedim

us atque largim
ur dom

ino O
ttoni prim

o, regi 
T

eutonicorum
, eiusque successoribus huius regni Italiae, in perpetuum

 sibi facultatem
 eligendi successorem

,...”.

（
89
）
以
下
の
ル
ー
ポ
ル
ト
の
立
論
に
つ
い
て
は
、M

F, S.364ff.

（
90
）Fondaco dei T

edeschi
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
、T

hom
as E

rt
l, A

lle W
ege führten nach Rom

. Italien als Zentrum
 

der m
ittelalterlichen W

elt, O
stfildern 2010, S.162-177

。
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
に
お
け
る
ド
イ
ツ
出
身
者
の
滞
在
と
勉
学
に
つ
い
て
は
、Jürg 

S
ch
m
u
t
z, Juristen für das Reich. D

ie deutschen Rechtsstudenten an der U
niversität Bologna 1264-1425, 2 Bde., Basel 2000

が
新
し
く
詳
し
い
情
報
を
提
供
す
る
。
ま
た
拙
稿
「
中
世
後
期
ド
イ
ツ
の
学
識
法
曹
」『
北
大
法
学
論
集
』
五
八
巻
三
号
（
二
〇
〇
七
年
）
二

八
六－

二
九
一
頁
も
参
照
。
ド
イ
ツ
か
ら
イ
タ
リ
ア
へ
の
親
方
・
職
人
の
流
入
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
、T

h.E
rt
l, a.a.O

., S.235-253

。

ド
イ
ツ
貴
族
の
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
傭
兵
活
動
に
つ
い
て
は
、T

h.E
rt
l, a.a.O

., S.275-277

お
よ
びStephan S

elzer, D
eutsche Söldner 

im
 Italien des T

recento, T
übingen 2001

。
中
世
後
期
の
ド
イ
ツ
王
権
と
イ
タ
リ
ア
と
の
関
係
全
般
に
つ
い
て
、Fritz T

ra
u
t
z, D

ie 
Reichsgew

alt in Italien im
 Spätm

ittelalter, in: H
eidelberger Jahrbücher 7 (1963), S.45-81, 

ル
ー
ポ
ル
ト
と
同
時
代
の
ル
ー
ト

ヴ
ィ
ヒ
四
世
と
イ
タ
リ
ア
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、M

artin B
erg, D

er Italienzug Ludw
igs des Bayern. D

as Itinerar der Jahre 
1327-1330, in: Q

uellen und Forschungen aus Italienischen A
rchiven und Bibliotheken 67 (1987), S.142-197, Roland P

a
u
ler, 

D
ie deutschen K

önige und Italien im
 14. Jahrhundert. V

on H
einrich V

II. bis K
arl IV

., D
arm

stadt 1997, S.115-172

。
ル
ー
ト

ヴ
ィ
ヒ
の
前
任
者
で
あ
る
ハ
イ
ン
リ
ヒ
七
世
の
イ
タ
リ
ア
で
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
皇
帝
ハ
イ
ン
リ
ヒ
七
世
と
ナ
ポ
リ
王
ロ
ベ
ル
ト
の

訴
訟
─
─
一
四
世
紀
初
め
の
皇
帝
権
─
─
」『
北
大
法
学
論
集
』
五
六
巻
二
号
（
二
〇
〇
五
年
）
一－

四
九
頁
を
参
照
。
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
の
後

に
王
位
に
就
い
た
カ
ー
ル
四
世
の
イ
タ
リ
ア
で
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
即
位
前
の
時
期
も
含
め
て
、Ellen W

idd

er, Itinerar und Politik. 
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Studien zur Reiseherrschaft K
arls IV

. südlich der A
lpen, K

öln u.a. 1993 

に
詳
細
な
記
述
が
あ
る
。
ま
た
、
中
世
後
期
の
国
王
・
皇

帝
が
し
ば
し
ば
任
命
し
た
、
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
帝
国
代
理Reichsvikar

に
関
し
て
は
、
イ
タ
リ
ア
以
外
の
任
命
例
も
網
羅
し
た
、M

arie-
Luise H

eck
m
a
n
n, Stellvertreter, M

it- und Ersatzherrscher. Regenten, Generalstatthalter, K
urfürsten und Reichsvikare in 

Regnum
 et Im

perium
 vom

 13. bis zum
 15. Jahrhundert, 2 T

eile, W
arendorf 2002, S.329-650

を
参
照
。

（
91
）M

F, S.248.

（
92
）M

F, S.273, “Preterea idem
 K

arolus m
agnus, ..., partim

 ex successione paterna, partim
 eciam

 per bellum
 licitum

 habuit 
ante iam

 dictam
 translacionem

 om
nia regna et provincias, que seu quas hodie habent reges seu im

peratores Rom
anorum

. 
H

abuit insuper Galliam
 occidentalem

, W
asconiam

, Pannoniam
 et plures alias provincias et terras, quas hodie reges seu 

im
peratores non possident. Item

 habuit in om
nibus eisdem

 regnis, provinciis et terris potestatem
 im

perialem
, saltem

 ex 
consuetudine ... et sic regna, provincie ac terre huiusm

odi cum
 plena potestate in ipsis per ecclesiam

 Rom
anam

 in eum
 

transferri m
inim

e potuerunt.”

（
93
）
フ
ラ
ン
ク
王
国
の
分
割
と
分
裂
選
挙
の
結
果
で
あ
る
と
さ
れ
る
。M

F, S.302, “..., nec eciam
 hoc tem

pore regnum
 et im

perium
 

habet plures provincias et terras, quam
 iidem

 K
arolus et O

tto ante tem
pora suarum

 unctionum
 et coronacionum

 
habuerint, sed longe pauciores, et hoc tum

 propter divisionem
 regni F

rancorum
, ..., tum

 eciam
 propter discordes 

electiones, que de regibus et im
peratoribus a tem

pore institucionis principum
 electorum

 interdum
 facte noscuntur, ex 

quibus plurim
a regno et im

perio provenire dispendia noscitur contigisse.”

（
94
）M

F, S.307, “Praeterea si dicam
us, quod ex translacione im

perii in K
arolum

 m
agnum

 regem
 Francorum

 et ex divisione 
ipsius regni Francorum

 post eandem
 translacionem

 facta, ..., rex Gallie occidentalis, qui hodie rex Francie nuncupatur, 
sit exem

ptus ab im
perio et quod habeat eandem

 potestatem
 in regno suo ex translacione ac divisione huiusm

odi, quam
 

habet im
perator in im

perio, sicut m
ulti hodie et precipue Francigene dicunt, ...”. 

根
拠
法
文
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
の
は
、X 4.17.13

、

教
皇
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
三
世
の
有
名
な
勅
書Per venerabilem

で
あ
る
。

（
95
）M

F, S.307, “..., tunc eciam
 haberem

us secundum
 hoc dicere, quod rex Rom

anorum
, qui est rex Germ

anie et Gallie 
Belgice sive orientalis ac eciam

 Y
talie et aliarum

 provinciarum
 regni et im

perii, possit in eisdem
 provinciis pretextu 
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predictarum
 translacionis et divisionis actus im

peratori de iure com
m

uni com
petentes et reservatos licite exercere.”

（
96
）M

F, S.308, “A
n autem

 hec opinio sit vera, id m
aiorum

 m
eorum

 discussioni ac determ
inacioni reservo.”

（
97
）M

F, S.308f. 

こ
う
し
た
議
論
は
、
主
に
、
フ
ル
ト
ル
フ
＝
エ
ッ
ケ
ハ
ル
ト
、
ゴ
ッ
ト
フ
リ
ー
ト
・
フ
ォ
ン
・
ヴ
ィ
テ
ル
ボ
、
ア
ナ
リ
ス
タ
・

サ
ク
ソ
な
ど
の
年
代
記
に
よ
り
つ
つ
展
開
さ
れ
て
い
る
。
西
の
王
が
ガ
リ
ア
王
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
、
ル
ー
ポ
ル
ト
は
、
フ
ル
ト

ル
フ
＝
エ
ッ
ケ
ハ
ル
ト
と
ア
ナ
リ
ス
タ
・
サ
ク
ソ
か
ら
、
一
箇
所
ず
つ
そ
う
し
た
箇
所
を
探
し
出
し
て
く
る
。
ル
ー
ポ
ル
ト
は
全
般
に
歴
史
叙

述
を
綿
密
に
読
み
込
ん
で
使
っ
て
い
る
が
、
後
補
部
分
の
い
く
つ
か
で
も
、
細
か
な
経
過
や
ク
ロ
ノ
ロ
ジ
ー
へ
の
こ
だ
わ
り
を
見
せ
て
い
る
。

（
98
）M

F, S.309. 
前
述
の
「
オ
ッ
カ
ム
後
補
」
段
階
で
挿
入
さ
れ
た
部
分
で
あ
る
。

（
99
）
中
世
後
期
の
現
実
政
治
上
の
ド
イ
ツ
王
権
・
皇
帝
権
と
フ
ラ
ン
ス
王
権
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、M

artin K
in
t
zin
ger, K

aiser und 
K

önig. D
as röm

isch-deutsche Reich und Frankreich im
 Spätm

ittelalter, in: D
ieter B

erg u.a. (hg.), A
usw

ärtige Politik 
und internationale Beziehungen im

 M
ittelalter  (13. bis 16. Jahrhundert), Bochum

 2002, S.113-136

の
概
観
を
参
照
。
よ
り
広

く
、
中
世
後
期
の
独
仏
関
係
全
般
に
つ
い
て
は
、Jean-M

arie M
eo
glin, K

aisertum
 und allerchristlichster K

önig 1214 bis 1500, 
D

arm
stadt 2010

。

（
100
）M

F, S.275f., “A
d hanc questionem

 salva tam
en sem

per in om
nibus veritate credo dicendum

, quod prem
issis non 

obstantibus duplex fuit est est dicte translacionis effectus quoad ipsum
 K

arolum
 et suos in regno et im

perio successores. 
Prim

us effectus est, quia per hanc translacionem
 declarabatur eundem

 K
arolum

 et suos successores non teneri ad 
aliquam

  subiectionem
 deinceps im

peratoribus Constantinopolitanis Grecorum
, ad quam

 om
nes reges orbis, nisi exem

ptos 
se ostendant, im

peratori tenentur, ... Secundus vero effectus eiusdem
 translacionis est, quod virtute ipsius K

arolus et sui 
successores receperunt potestatem

 im
perilalem

 in om
nibus regnis, provinciis et terris presertim

 occidentalibus, que non 
erant ante tem

pus dicte translacionis sub potestate dicti K
aroli, et eciam

 petendi et exigendi a regibus et principibus 
regnorum

, provinciarum
 et terrarum

 hiusm
odi subiectionem

 im
peratori debitam

, quam
 potestatem

 prius non habebant, ...”. 

後
補
部
分
で
ル
ー
ポ
ル
ト
は
、
東
の
皇
帝
こ
そ
真
の
皇
帝
で
あ
り
、
西
の
皇
帝
は
代
理
な
い
し
教
会
の
守
護
者
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
見
解
が
何

人
か
の
教
会
法
学
者
（
ベ
ル
ン
ハ
ル
ド
ゥ
ス
・
ヒ
ス
パ
ヌ
スBernhardus H

ispanus, 

グ
イ
ド
・
デ
・
バ
イ
シ
オGuido de Baysio

な
ど
）

に
よ
り
主
張
さ
れ
て
い
る
と
し
た
う
え
で
、
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
三
世
の
勅
書V

enerabilem

な
ど
、
帝
権
移
転translatio im

perii

を
示
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す
教
会
法
源
を
引
い
て
、
こ
の
帝
権
移
転
否
定
説
を
却
け
て
い
る
。

（
101
）M

F, S.393ff.
（
102
）M

F
, S.396, “... et eciam

 quia videtur m
ichi satis absurdum

, quod prom
ocio regis R

om
anorum

 ad im
perium

 per 
unctionem

 et coronacionem
 huiusm

odi sit verbalis tantum
 et nichil realitatis im

portet, idcirco credo, ..., quod rex 
Rom

anorum
 post unctionem

 et coronacionem
 im

perilalem
 virtute translacionis im

perii sepedicte consequatur non solum
 

nom
en im

peratoris, sed eciam
 potestatem

 im
perilalem

 in om
nibus regnis, provinciis et terris, que non erant ante tem

pus 
eiusdem

 translacionis sub predicti K
aroli potestate.”

（
103
）M

F, S.373f.

（
104
）M

F, S.374f.

（
105
）M

F, S.399, “Finaliter tam
en veritatem

 in hac m
ateria  non obstantibus hiis, que dixi in hoc capitulo ..., ignorare m

e 
fateor, huiusm

odi dubii determ
inacionem

 m
aioribus m

eis reservans, cupio ih hac ardua m
ateria discere, non docere.” 

ま

たM
F, S.341, “Scias tam

en, quod prem
isse opinioni m

ee non sto precise ..., sed determ
inacionem

 eiusdem
 m

aioribus m
eis 

reservo, ...”.

（
106
）
以
下
の
論
述
は
、Eva Luise W

it
t
n
eben, Lupold von Bebenburg und W

ilhelm
 von O

ckham
 im

 D
ialog über die Rechte am

 
Röm

ischen Reich des Spätm
ittelalters, in: D

eutsches A
rchiv für Erforschung des M

ittelalters 53 (1997), S.567-586

に
よ
る
。

ま
た
ル
ー
ポ
ル
ト
と
オ
ッ
カ
ム
の
説
の
相
違
点
に
つ
い
て
は
、Christoph F

lü
eler, A

cht Fragen über die H
errschaft des Papstes. 

Lupold von Bebenburg und W
ilhelm

 von O
ckham

 im
 K

ontext, in: M
artin K

a
u
fh
o
ld (hg.), a.a.O

.

（
注
22
）, S.225-246

も
参
照
。

オ
ッ
カ
ム
の
帝
国
論
に
つ
い
て
は
、
池
谷
、
前
掲
書
（
注
３
）、
七
二－

一
七
二
頁
、
三
六
三－

三
八
五
頁
も
参
照
。.

（
107
）
オ
ッ
カ
ム
な
ど
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
皇
帝
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
四
世
の
宮
廷
に
滞
在
し
た
学
者
た
ち
と
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、

F
ritz H

o
f
m
a
n
n, D

er A
nteil der M

inoriten am
 K

am
pf Ludw

igs des B
ayern gegen Johann X

X
II. U

nter besonderer 
Berücksichtigung des W

ilhelm
 von O

ckham
, M

ünster 1959, K
arl B

o
sl, D

ie “Geistliche H
ofakadem

ie” K
aiser Ludw

igs des 
Bayern im

 alten Franziskanerkloster zu M
ünchen, in: D

er M
önch im

 W
appen, M

ünchen 1970, S.97-129, A
lois S

ch
ü
t
z, 

D
er K

am
pf Ludw

igs des Bayern gegen Papst Johannes X
X

II. und die Rolle der Gelehrten am
 M

ünchener H
of, in: 
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H
ubert G

la
ser (hg.), W

ittelsbach und Bayern, I, D
ie Zeit der frühen H

erzöge. V
on O

tto I. zu Ludw
ig dem

 Bayern, Bd., 
1, M

ünchen 1980, S.388-397, D
ick E.H

. D
e B

o
er, Ludw

ig the Bavarian and the Scholars, in: Jan W
illem

 D
rijv

ers (hg.), 
Centres of Learning. Learning of Location in Pre-m

odern Europe and the N
ear East, Leiden u.a. 1995, S.229-244, H

erm
ann 

N
eh
lsen, D

ie Rolle Ludw
igs des Bayern und seiner Berater M

arsilius von Padua und W
ilhelm

 von O
ckham

 im
 T

iroler 
Ehekonflikt, in: D

ers u.a. (hg.), K
aiser Ludw

ig der Bayer, Paderborn u.a. 2002, S.285-328 

な
ど
を
参
照
。

（
108
）M

F, S.302, “... duplex est potestas regis seu im
peratoris Rom

anorum
. Q

uedam
 est potestas am

m
inistracionis bonorum

 
et iurium

 regni et im
perii, que consistit in recipiendis iuram

entis fidelitatis a subditis, in conferendis feudis et in 
exercendo iurisdictionem

 tem
poralem

 per se vel per alios ... Item
 consistit eciam

 in recipiendis tributis et obvencionibus 
regni ac alias in regni et im

perii negociis disponendis.” A
m

m
inistracio

にiurisdictio

が
含
ま
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、C.9, 27, 6, 

D
.C.1, q.7, c.26, C.9, 27, 4, D

.C.1, q.1, c.126

お
よ
び
最
後
の
箇
所
に
対
す
る
グ
イ
ド
・
デ
・
バ
イ
シ
オ
の
注
釈
が
根
拠
と
し
て
指
示
さ
れ
て

い
る
。

（
109
）M

F, S.302, “Q
uedam

 vero alia est potestas exercendi actus im
peratori de iure reservatos, que consistit in legittim

andis 
illegittim

is quoad tem
poralia, in restituendis infam

ibus ad fam
am

, in creandis tabellionibus et in sim
ilibus, ...”.

（
110
）M

F, S.303ff. “..., quod rex Rom
anorum

 post electionem
 concordem

 a principibus vel a m
aiori parte ipsorum

 de se 
factam

 habet eandem
 potestatem

 tam
 am

m
inistrandi iura et bona regni et im

perii quam
 eciam

 exercendi alios actus, qui 
de iure sunt im

peratori reservati, et hoc in provinciis et terris regno et im
perio subiectis, quam

 habet post unctionem
 et 

coronacionem
 im

perialem
 factus postea im

perator.” (S.306).

（
111
）M

F, S.340, “D
ico enim

 salvo sem
per iudicio saniori, quod im

perator post unctionem
 et coronacionem

 huiusm
odi 

consequitur potestatem
 im

perialem
 in om

nibus regnis et provinciis presertim
 occidentalibus, que non erant sub potestate 

K
aroli m

agni ante tem
pus translacionis predicte et que adhuc non sunt sub potestate im

perii de facto, ita, quod potest in 
eis spurios legittim

are quoad tem
poralia, infam

es ad fam
am

 restituere, leges condere et hiis sim
ilia facere, que de iure 

sunt solis im
peratoribus reservata”.

（
112
）M

F, S.341f., “Licet autem
 reges eorundem

 regnorum
 fortassis non sinerent talia in suis regnis per im

peratorem
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Rom
anorum

 fieri, ad hec tam
en adm

ittenda de iure tenentur.”
（
113
）M

F, S.382ff.
（
114
）M

F, S.388, “Pro solucione om
nium

 prem
issarum

 opposicionum
 dico, quod illud dictum

, scilicet reges occidentales 
licite posse m

erum
 et m

ixtum
 im

perium
 ex consuetudine a tem

pore, cuius contrarii non est m
em

oria, observata in 
suis regnis exercere, potest intelligi dupliciter; uno m

odo sic, quod reges exerceant in eis m
erum

 et m
ixtum

 im
perium

 
ita, quod im

perator in eisdem
 regnis nullam

 om
nino iurisdictionem

 in causis m
eri et m

ixti im
perii exercere possit, nec 

in casu appellacionis a regibus ad eum
 interponende, nec in casu negligencie ipsorum

 regum
, vel quando denegarent 

facere iusticiam
 in causis predictis, nec etiam

 quod im
perator in personis eorundem

 regum
 possit m

erum
 et m

ixtum
 

im
perium

 exercere. Et sic dico, quod reges non possunt in suis regnis m
erum

 et m
ixtum

 im
perium

 ex consuetudine vel 
prescripcione acquirere vel eciam

 exercere, ...”.

（
115
）M

F
, S.388, “A

lio vero m
odo potest intelligi illud dictum

 sic videlicet, quod reges im
m

ediate in suis regnis ex 
consuetudine vel prescripcione observata ... possint m

erum
 et m

ixtum
 im

perium
 exercere, sed quod im

perator 
nichilom

inus habeat iurisdictionem
 m

ediatam
 in cusis m

eri et m
ixti im

perii quoad subditos illorum
 regum

 sicut in 
casu appellacionis vel negligencie vel denegacionis iusticie, ... et eciam

 im
m

ediatam
 iurisdictionem

 in causis huiusm
odi 

in personas ipsorum
 regum

. Et sic credo, quod reges ex consuetudine a tem
pore, cuius contrarii non est m

em
oria, 

observata possint in suis regnis m
erum

 et m
ixtum

 im
perium

 hoc m
odo acquirere ac exercere, ...”.

（
116
）
ヴ
ォ
ル
フ
は
こ
の
皇
帝
の
権
限
を
仲
裁
裁
判
権
と
見
て
い
る
が
（E.W

o
lf, a.a.O

.

（
注
３
）, S.46

）、
テ
ク
ス
ト
に
は
そ
れ
を
明
示
す
る
箇
所

は
な
い
。

（
117
）
例
え
ば
、Lorenz W

ein
rich, Q

uellen zur V
erfassungsgeschichte im

 Spätm
ittelalter (1250-1500), (A

usgew
ählte Q

uellen zur 
deutschen Geschichte des M

ittelalters, Bd.33), D
arm

stadt 1983, N
r.34

（
一
二
七
八
年
の
国
王
ル
ー
ド
ル
フ
一
世
の
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク

大
司
教
あ
て
の
特
権
状
）。

（
118
）
拙
稿
「
中
世
後
期
ド
イ
ツ
の
国
王
裁
判
権
と
裁
判
籍
特
権
・
序
説
─
─
一
三
世
紀
後
半
を
中
心
に
─
─
」『
法
制
史
研
究
』
五
二
号
（
二
〇
〇

二
年
）
一
一
七－

一
四
六
頁
を
参
照
。
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（
119
）M

F, S.388ff. 

で
は
、D

.1.3.32.1, X
 1.4.11, D

.1,18,6,8, C.9.5.1, N
ov.23 pr., N

ov.23.4, C.2 q.6 c.28, C.1.3.53 (54), C.12.59.8, D
.2.1.12, 

D
.41.3.25, V

I 5.12 D
e regulis iuris 3 

な
ど
が
根
拠
法
文
と
し
て
指
示
さ
れ
て
い
る
。

（
120
）
前
掲
拙
稿
（
注
２
）、
二
六
頁
以
下
。

（
121
）J.M

iet
h
k
e, Lupold

（
注
３
）, S.894.

（
122
）R.M

o
st, a.a.O

.

（
注
３
）, S.465, 481ff. 

は
世
界
帝
権
へ
の
こ
だ
わ
り
と
国
民
国
家
の
承
認
と
の
間
の
矛
盾
に
、
ル
ー
ポ
ル
ト
の
理
論
の
破
綻

を
見
る
が
、
む
し
ろ
全
体
を
、
一
四
世
紀
の
帝
国
論
の
一
例
と
し
て
受
け
取
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
123
）
ル
ー
ポ
ル
ト
の
著
作
の
後
代
に
お
け
る
受
容
に
つ
い
て
は
、E.W

o
lf, a.a.O

.

（
注
３
）, S.54f., S.K

rü
ger, Lupold

（
注
３
）, S.85. 

（
124
）
人
文
主
義
者
た
ち
の
ド
イ
ツN

ation

に
関
す
る
議
論
の
文
脈
上
、ル
ー
ポ
ル
ト
が
占
め
る
位
置
に
関
し
て
は
、H.M

ü
n
k
ler, u.a., a.a.O

.

（
注

７
）, S.180ff.

（
125
）B

ernd S
c
h
n
e
idm

ü
lle

r, K
aiser sein im

 spätm
ittelalterlichen E

uropa. Spielregeln zw
ischen W

eltherrschaft und 
Gew

öhnlichkeit, in: Claudia G
a
rn
ier und H

erm
ann K

a
mp
 (hg.), Spielregeln der M

ächtigen. M
ittelalterliche Politik zw

ischen 
Gew

ohnheit und K
onvention, D

arm
stadt 2010, S.265-290, S,290. 


